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はじめに 

初期設定ガイド（本書）の利用手順 

本書は，インストールおよび最初の動作確認，および圃場地図の準備ができた段階を

受けて，①管理ファイルを作成・登録し，②作成済みの圃場地図を管理ファイルに関連

づけ，③各種基本情報（マスタデータ）を入力していく手順や操作法を説明しています。

実際に操作しながら，順に読み進めていくことで，上記①～③の初期設定作業が習得で

きるように構成されています。 

また，目的別 Q&A 形式の目次を利用することで，利用目的別の操作法にも辿り着ける

ように構成されています。 

さらに，目次タイトル毎に【概略】，【操作】，【解説】などの内容別に分かれて説明さ

れていますので，必要な内容だけを確認できるようにもなっています。 

本システムに対する習熟程度に合わせて，本書を活用してください。 

その他のユーザガイドについて 

本システムでは，本書の他に以下のユーザガイド（取説）が用意されています。目的

に応じてそれぞれのガイドを活用してください。 

 

 機能概略ガイド -------------- 本システムを構成するプログラム全体の機能・役割および

概略操作手順，本システムを使用する上での予備知識など

が説明されています。本システムの使用開始前に全体を把

握する目的で利用します。 

 インストールガイド--------- 本システムの動作に必要なシステム構成や導入（セットア

ップ）手順，最初の起動，システム全体の操作手順概略，

アンインストール方法などが説明されています。本システ

ムを使用する場合，最初に利用します。 

 圃場地図作成ガイド--------- 本システムで使用する圃場地図（デジタルデータ）の元と

なるデータの入手手順，圃場地図の作成方法などが説明さ

れています。本書に引き続いて目を通し，圃場地図を作成

するために利用します。 

 作業計画管理ガイド--------- 本システムの中核となる作業計画管理手順が説明されて

います。これまでに作成された圃場地図や管理ファイル・

マスタデータに基づき，システム内に用意された各種台帳

に対してデータ入力・確認・表示・印刷などの操作を日々

行いながら栽培管理を進めていくために利用します。 

 作業計画計算ガイド--------- 水稲の春作業（代かき・田植え）および秋作業（収穫）を

対象とした当初計画・実行計画を作成する手順が説明され

ています。農繁期前にこれらの期間を通じた作業計画を作

成する際に利用します。 

 周辺ツールガイド ----------- これまでのガイドに含まれていないその他の各種ツール

プログラム（書類作成，圃場 DB アップデータ／バックア

ップ・リストア，クエリビルダ，農薬 DB 管理ツールなど）
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についての操作手順が説明されています。 

 圃場 DB クエリガイド ------ 本システムのデータが保存されている圃場DBデータベー

スから，必要なデータを抽出するためのクエリ文を定義し，

データを抽出し，エクセルファイルに出力するツールであ

るクエリビルダの操作手順が説明されています。 

 

本書利用上の注意点 

本書において本システムの操作説明等に使用しているシステム画面（画像）は，本シ

ステム開発時点のものであり，実際の画面と異なっている場合があります。その場合は，

実際の画面表示に従って，本書での説明を適宜読み替えて使用してください。 

最新の情報，システムや本書の更新版の入手については，以下の本システムサポート

サイトで随時情報提供していますので，時々チェックしてください。 

 

作業計画・管理支援システムサポートサイト 

URL:  http://www.aginfo.jp/PMS/ 

 

初期設定とは？ 

本書で説明する初期設定では以下の３つの作業を行います。これらの作業は本システ

ムを使用する上で，圃場地図作成とともに重要な準備作業となります。圃場地図作成に

引き続いて必ず行う必要があります。 

 

１．管理ファイルの作成・登録 

２．管理ファイルに対する圃場地図登録 

３．管理ファイルに対する各種基本情報（マスタデータ）登録 

 

１と２については「ファイル登録」（p.3）以下で説明されています。３については「基

本情報の登録」（p.18）以下で説明されています。 

2014年 5月版の変更点  

2014 年公開のパッケージ（ビルド 8605）およびそれ以降の開発途上版（ベータ版）

に基づき，説明が更新されています。また，Windows XP が動作対象から外れたため，

説明用の画面ショットが Windows 7 上のものに更新されています。 
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システム管理情報を登録する 

システム管理情報とは？【概略】 

システム管理情報には，お使いの Windows PC 上にインストールされた一つの PMS

システム自体の情報を記述する「システム情報」，システムを操作する「ユーザ情報」，

システムで管理される経営で使用する取引口座情報の 3 種類があります。 

これらの情報は，PMS システムの「圃場 DB」データベースに格納されます。一つの

経営体の中で，圃場 DB をコピーして複数の PC 上で同期を取りながら運用している場

合や，圃場 DB はある一台の PC 上にあるが他の複数の PC 上の PMS インスタンスから

アクセスして使用しているなど，いろいろな運用形態がすでにあります。このような場

合は，圃場 DB の同一性・一意性に基づいてシステム管理情報を設定します。 

システム情報を設定する【操作】 

本システムのトップメニュー（インストールガイド参照）から「初期設定」シートの

「初期設定」をクリックします。すると，以下のような初期設定プログラムの起動画面

が表示されます（図 1 図 5）。 

 

 

図 1 初期設定画面（起動時・管理ファイル未選択） 

この画面は，これから説明する管理ファイルの登録・

編集，および基本情報登録・編集の入り口となります。 

 

システム情報を設定するには，ここで， 

 

１．画面右上の「＜システム設定＞」欄内にある「システム情報」ボタンをクリック
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します。 

２．表示される「システム情報登録」画面（図 2）で，必要な項目を入力します。「シ

ステム ID」と「システム名称」は指定するようにしてください。 

３．項目を入力し終えたら，「OK」ボタンをクリックして確定・保存します。 

 

 

図 2 「システム情報登録」画面 

 

入力項目は以下のとおりです（太字項目は必須入力です）。 

 

 システム ID ------------------- システムを特定する文字コード（半角 20 文字以内）を入

力します。このコードは通常，経営体ごとなど圃場 DB の

一意性に合わせて指定します。経営体を特定する最大 20

桁の文字コードとして使用できます。 

 システム名称 ----------------- システムを識別する名称（30 文字以内）を入力します。例

示にあるように，通常は経営体や生産組織の名称を登録し

ます。 

一経営体の中で圃場DBを使い分けているような場合は経

営体等の名称に加え，圃場 DB の一意性に合わせて，圃場

DB を使い分けている目的を表すような文字列も加えます。 

 管理者名 ----------------------- システム管理者の，このシステム上でのユーザ名を入力し

ます（20 文字以内）。 

 管理者実名 -------------------- システム管理者の実名を姓・名に分けて入力します（各 20

文字以内）。 

 郵便番号・住所 -------------- システムを設置している経営体または管理者の郵便番号，

住所を入力します。項目は郵便番号（半角 10 文字以

内：”XXX-XXXX”形式），都道府県名（10 文字以内），市

区町村名（20 文字以内），市区町村以下・番地（30 文字以

内），建物名・部屋番号など（30 文字以内）です。 

 連絡先 -------------------------- 電話番号（半角 20 文字以内），FAX 番号（半角 20 文字以
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内），携帯番号（半角 20 文字以内）。 

 E-mail/E-mail2 -------------- e-mail アドレス（2 件まで，いずれも半角 30 文字以内）。 

 URL/URL2 -------------------- Web アドレス（2 件まで，いずれも半角 100 文字以内）。 

 備考 ----------------------------- 任意のメモ（100 文字以内）。 

 

「空間情報」欄にはシステムが設置されている経営体の地理的位置情報を登録します。 

 

 緯度・経度 -------------------- 緯度，経度を指定します。国内の場合，北緯○○°，東経

○○°となります。 

 標高 ----------------------------- 標高（メートル）を指定します。 

 LocalX，LocalY ------------- 次の”EPSG”で指定される地理座標系における X，Y 座標

値を指定します。本システムでは日本国内の大縮尺地図で

採用されている「平面直角座標系」に沿って，ただし経度

方向（東がプラス）を X 座標，緯度方向（北がプラス）を

Y 座標とし，メートル単位で指定します。 

 EPSG --------------------------- 国際的な地理座標系表記方法の一つである EPSG

（http://www.epsg.org/参照）で座標系を指定します。本

システムでは測地系と座標系に応じて，通常 2443～2461

（世界測地系：JGD2000）または 30161～30179（旧日本

測地系：TOKYO）を指定します。 

 

GUID 更新 

GUID は本システムがインストールされたインスタンスをユニークに識別するために

自動生成された 32 文字（16 バイト相当）のバイナリ値（の 16 進文字列表現）です。自

動的に割り当てられますが，必要であれば「GUID 更新」ボタンをクリックして更新で

きます。 

ユーザ情報を設定する【操作】 

ユーザ情報を設定するには，初期設定の起動画面（図 1）から， 

 

１．画面右上の「＜システム設定＞」欄内にある「ユーザ情報」ボタンをクリックし

ます。 

２．表示される「ユーザ情報登録」画面（図 3）で，必要な項目を入力します。 

３．項目を入力し終えたら，「OK」ボタンをクリックして確定・保存します。 

 

入力項目は以下のとおりです（太字項目は必須入力です）。 

 

 ID（ユーザ ID） ------------- 自動採番されます（入力の必要はありません）。 

 ユーザ名 ----------------------- ユーザ名を入力します（20 文字以内）。 

 パスコード -------------------- パスワードを入力します（半角 10 文字以内）。 

 レベル -------------------------- ユーザレベルを選択します。 

 備考 ----------------------------- 任意のメモを入力します（100 文字以内）。 

 

http://www.epsg.org/
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図 3 「ユーザ情報登録・編集」画面 

 

 

ユーザ情報は現時点（2014 年 5 月）では使用されていません。今後の実装において，

ユーザ情報に基づいた入力制限・表示制限などに利用される予定です。 

 

取引口座一覧情報を登録する【操作】 

ユーザ情報を設定するには，初期設定の起動画面（図 1）から， 

 

１．画面右上の「システム設定」欄内にある「口座一覧情報」ボタンをクリックしま

す。 

２．表示される「ユーザ情報登録」画面（図 4）で，必要な項目を入力します。 

３．項目を入力し終えたら，「OK」ボタンをクリックして確定・保存します。 

 

 

図 4 「口座一覧」編集画面 

 

入力項目は以下のとおりです（太字項目は必須入力です）。 

 

 ID -------------------------------- 自動採番されます（入力の必要はありません）。 

 口座名称（識別名称） ----- 取引口座を識別するための名称を入力します（40 字以内）。 
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 期間開始～終了日 ----------- 口座の取引（有効）期間を指定します。 

 備考 ----------------------------- 任意のメモを入力します（400 字以内）。 

 

 

この口座一覧情報は個々の取引口座そのものの情報を登録するものではなく，取引口

座のエントリ情報（インデクス情報）を登録するものです。実際の取引口座情報は，別

途開発予定の経理データベース（仮称）等において実装され，経理管理システム側との

連携時に，この圃場 DB 上の取引口座一覧情報が使用される予定です。 

 

 

〔メモ〕 
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〔メモ〕 
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ファイル登録 － 作業計画管理ファイルを登録・編集します 

作業計画管理ファイルの登録 

作業計画管理ファイルとは？【概略】 

「作業計画管理ファイル」（以下単に「管理ファイル」と呼びます）は，たとえば，1

年ごとに繰り返される 1 作の水稲栽培や小麦栽培，または野菜栽培などで周年複数作す

る場合の 1 作など，作付から収穫・出荷までの一連の栽培管理を取り扱う上での一つの

単位として作成します。本システムをお使いになる皆様それぞれの営農体系・実態に応

じて，データを管理しやすい単位で作成してください。 

管理ファイルは本システムが取り扱うデータの中で最も中核をなすファイルです。本

システムではこれを単に「圃場データ」と呼ぶ場合もあります。圃場に関する情報，作

付に関する情報，日々の栽培作業に関する情報，収穫物の品質・出荷に関する情報など

がすべてこのファイルに保存・蓄積されます。 

 

 

本システムに付属する周辺ツールを使用して，請負耕作や受託作業に伴う料金計算（集

計）処理や水稲共済申告書作成を行う場合，ここで作成する管理ファイルを単位とした

処理が行われます。このため，これらの周辺ツールの使用も予定される場合は，その期

間（周期）に合わせて管理ファイルを作成します。 

 

管理ファイル登録画面を表示する【操作】 

作業計画管理ファイルの登録・編集画面を表示するには，初期設定起動画面内の上方

にある「管理ファイルの編集（追加・複写・修正・削除）(E)」ボタンをクリックします。 

 

 

図 5 初期設定画面（管理ファイル未選択） 
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すると以下の「管理ファイル編集」画面が表示されます（図 6）。 

 

 

図 6 管理ファイル編集（追加・複写・修正・削除）画面 

 

管理ファイル編集画面について【解説】 

「管理ファイル編集」画面上方には，登録されている管理ファイルの登録番号とファ

イル名（データ名），付随するデータファイル（作業軌跡ファイル，FaWL データ交換フ

ァイルなど）を登録するフォルダパスが管理ファイルごとに行単位で一覧表示されます。

また，一覧の最下行は管理ファイルを新規に作成する場合に使用します。 

画面下方には，一覧で選択されている管理ファイルの設定情報と各種操作ボタンが表

示されています。これらの操作ボタンを使用して管理ファイルの初期化や複写，圃場地

図設定，一覧順の入れ替え（並べ替え）を行います。 

管理ファイルの編集が終わったら「OK」ボタンをクリックして編集内容を確定し「初

期設定画面」（図 5）に戻ります。 

「データフォルダ」について【解説】 

管理ファイルそのものの情報および管理ファイルに登録される基本（マスタ）データ

や台帳データは本システムが使用する SQL サーバ上の「圃場 DB」データベース内に格

納されます。ここで登録する「データフォルダ」は，作業軌跡ファイルなどの外部ファ

イルを管理ファイルに関連づけられたファイルとして保管するためのフォルダパスを指

定するものです。このデータフォルダは管理ファイルごとに指定できます。 

管理ファイルを新規に作成する【操作】 

管理ファイルを新規に作成するには，「管理ファイル編集」画面（図 6）で， 

 

１．管理ファイル一覧内の新規行（※印の付された行）の管理ファイル名欄（セル）

を左クリックして選択します（この時 ID 欄は自動採番されます）。 

新規行 
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２．「管理ファイル名」欄に管理ファイルを識別する名称を 50 文字以内で入力します。

この項目は必須入力です。 

３．管理ファイル名の入力後にエンターキーを押すか入力中のセルから別のセルに移

動すると，以下のように「管理ファイル初期化」メッセージが表示されるので［OK］

ボタンをクリックします。 

 

 

図 7 管理ファイルの新規登録・初期化確認画面 

 

４．「データフォルダ」「FaWL フォルダ」欄にそれぞれ作業軌跡ファイルや FaWL デ

ータ交換ファイルなどの管理ファイルに関係する外部ファイルを保存するフォル

ダパスを 150 文字以内で入力します。「参照」ボタンをクリックしてフォルダ参照

することもできます。 

５．登録する管理ファイルの管理対象年，管理対象期間を指定します。 

６．登録する管理ファイルについての任意のメモ・特記事項をで指定します（100 字

以内）。 

７．必要に応じて手順１～６を繰り返して管理ファイルを追加します。 

 

以上の操作で，新しい管理ファイルが登録され，データが初期化されます。 

新規作成について【解説】 

一覧内で管理ファイルを新規行に追加した場合，自動的に管理ファイルの初期化が行

われます（登録時に初期化確認メッセージが表示されます）。この初期化処理は新規作成

した管理ファイルに必要最小限の初期データを登録するものです。 

また，すでに作成済み（基本情報登録済み）の管理ファイルがある場合は，そのデー

タを複写することで入力済みデータを再利用できます（再入力の手間を省くことができ

ます）。よくある例としては，前年の管理ファイルを元に今年の管理ファイルを新規作成

する場合です。圃場や農家，作物・品種，作業内容，使用資材などは，年々少しずつ変

わっていきますが，大幅に変わることは少ないので，前年若しくは前作の管理ファイル

がある場合は，それを複写して今年の管理ファイルを成することができます。 

複写作成の手順は次項で説明しています。 

既存の管理ファイルから複写して作成する【操作】 

新たに作成した管理ファイルに既存の管理ファイル内容を複写するには，「管理ファイ

ル編集」画面（図 6）で， 

 

１．管理ファイル一覧内の複写先となる管理ファイル（通常，新規登録直後の初期化

のみ実行された管理ファイル）を左クリックして選択します（青色反転表示され
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ます）。新規の場合は管理ファイルを先に作成しておき，それを選択します。 

２．「データ複写」ボタンを左クリックします。 

３．「複写元の指定」ダイアログが表示されるので，複写元となる管理ファイルの ID

（登録番号）を入力します（図 8）。 

 

  

図 8 複写元の指定及び複写開始確認画面 

 

４．必要に応じて複写するデータの種類（マスタ，台帳）および複写する個別台帳を

チェックボックスで選択します。 

５．「複写開始確認」に対して「はい」を左クリックします（図 9）。 

 

 
図 9 複写開始確認画面 

 

以上の操作で「複写元の指定」画面で指定した ID の管理ファイルに登録されているデ

ータが一覧内で選択されている管理ファイルに複写されます。 

複写作成について【解説】 

管理ファイルデータの複写には多少時間がかかります。複写開始確認画面において「は

い」ボタンを左クリックしたら，複写処理が終了するまで待ちます。 

複写処理が終了すると複写したレコード数が表示されるので確認の上[OK]ボタンを左

クリックします。 

管理ファイル名を変更する【操作】 

管理ファイル名を変更するには，「管理ファイル編集」画面（図 6）で， 

 

１．管理ファイル一覧内の名前を変更したい管理ファイルの「管理ファイル名」欄（セ

ル）を左クリックして選択します。 

２．「管理ファイル名」欄（セル）に新しい管理ファイル名を入力します。 

３．Enter キーを入力するか，他のセルを選択して変更を確定します。 

 

以上の操作で，管理ファイル名が変更されます。 
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管理ファイルを削除する【操作】 

管理ファイルを削除するには，「管理ファイル編集」画面（図 6）で， 

 

１．管理ファイル一覧内の削除したい管理ファイル（のセル）を選択します。 

２．ツールバー内の「削除」ボタン（ ）をクリックするか，Delete キーを押します。 

３．削除確認画面で「はい」を選択・クリックして削除を実行します。 

４．必要に応じて「データ整理」ボタンをクリックします。 

５．データ整理確認メッセージに対して，「はい」をクリックします。 

 

以上の操作で選択された管理ファイルが削除されます。データ整理を行った場合はデ

ータベース上から削除した管理ファイルが使用していたデータも削除されます。 

管理ファイルの削除について【解説】 

管理ファイルの削除は 2 段階あります。「管理ファイル編集」画面（図 6）の一覧上で

の削除は管理ファイル登録情報の削除であり，データベース上からは管理ファイルの登

録情報だけが削除され，管理ファイル内に登録されていた基本情報データや台帳データ

自体は削除されません。それらを本当に削除するのが「データ整理」ボタンです。管理

ファイルを一覧から削除した場合は，続いて「データ整理」ボタンをクリックしてデー

タベースの整理（使用しなくなったデータの削除）を行うようにしてください。 

管理ファイルを並べ替える【操作】 

管理ファイル一覧に列挙されている作業計画管理ファイルを並べ替えるには，移動し

たい管理ファイルを左クリックして選択した状態（青色反転表示されます）で，「上へ」

または「下へ」のいずれかのボタンを左クリックします。この操作を希望の配置（並び

順）になるまで繰り返します。 

管理ファイル登録画面を閉じる 

管理ファイル登録・編集作業が終了したら［OK］ボタンをクリックしてすべての編集

を確定（保存）し，管理ファイル編集画面を閉じます。 

（初期設定トップ画面に戻ります） 

 

 

図 10 管理ファイル登録画面の終了 

 

 

管理ファイル登録画面で［キャンセル］すると，それまでの編集内容は破棄されてし

まうのでご注意ください。ただし，［データ整理］処理はキャンセルされません。 
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圃場図・背景図ファイルの登録 

圃場図・背景図の登録とは？【解説】 

管理ファイルを作成・登録したら，次は，その管理ファイルで使用する圃場図・背景

図を登録します。この操作には，その管理ファイルが対象とする地域の圃場図・背景図

を関連づけるという重要な意味があります。 

通常，一つの管理ファイルに，一つの圃場図ファイルと一連の背景図ファイル（背景

図が複数の背景図ファイルから構成される場合もある）を指定します。 

複数の圃場図がある場合は，圃場図ごとに別の管理ファイルを作成します。一つの管

理ファイルに複数の圃場図を指定することはできません。圃場図が複数あって，それを

一つの管理ファイルで管理する必要がある場合は，圃場図を一つにまとめておきます。

この処理には圃場図作成支援ソフト（ShapeMaker）を使用します。 

圃場図・背景図を登録する【操作】 

作業計画管理ファイルに圃場図と背景図を指定するには， 

 

１．「管理ファイル編集」画面において対象となる管理ファイルを選択した上で「圃場

図設定」ボタンをクリックするか，初期設定トップ画面で対象となる管理ファイ

ルを選択した上で「圃場図設定」ボタンをクリックします（図 11）。 

 

 

(a) 管理ファイル編集画面からの呼び出し 

 

(b) 初期設定トップ画面からの呼び出し 

図 11 圃場地図設定画面の呼び出し 

 

２．圃場地図設定画面（図 12）が表示されるので，圃場図ファイル名と背景図ファイ

ル名を指定します。 

３．指定できたら最後に［OK］ボタンをクリックします。 
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地図ファイル名の指定【解説】 

「圃場地図設定」画面上部にある「圃場シェープ(*.shp)(S)」と表示されたテキストボ

ックスに，圃場図ファイル名（シェープファイル名，拡張子”shp”）を入力します。この

テキストボックスの右横にある［…］ボタンをクリックして表示されるファイル参照ダ

イアログから圃場図ファイル（シェープファイル）を選択入力することもできます。 

背景図ファイルについても，「背景図」（ベクトルファイルまたはラスタイメージファ

イル）と表示されたそれぞれの一覧入力欄に背景図ファイル名（ベクトルファイル名（拡

張子 ”shp”, ”dgn”, “dxf”, “dwg”）またはラスタイメージファイル名（拡張

子”tif”，”bmp”，”jpg”のいずれか）を，それぞれの入力欄右下にある「追加」ボタンでそ

れぞれ指定します。すでに登録されている背景図ファイルについてはそれぞれの「ファ

イル名」欄右隣の［…］ボタンをクリックしてファイル参照ダイアログから選択変更す

ることもできます。 

さらに，背景図についてはファイル名の他に，背景ベクトルファイルでは表示色と識

別名（レイヤ名として表示されます）を，背景ラスタイメージファイルでは識別名（同

上）を指定します。 

 

  

図 12 圃場地図ファイルの指定画面 

 

背景図ファイルについて【解説】 

背景図は，一つの管理ファイルに登録できる件数に制限はありませんが，計画管理プ

ログラム（メイン：Manager.exe）で実際に表示する際には，動作環境（利用可能メモ

リ量）の制限を受けるため，実際に表示できる背景図数には上限があります。 

ベクトル形式については，点（ポイント：地点を表現），線（ライン：境界線，道路・

鉄道，河川中心線などを表現），面（ポリゴン：建物，湖沼，敷地区画などを表現）を重

ねて表示できます。ファイル形式としては，ESRI シェープ形式の他に，CAD 分野で用
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いられる DXF 形式，DGN 形式，DWG 形式に対応しています。ただし，いずれも，圃

場図や他の背景図（地理座標付きイメージ）と正しく重なるように調整（統一）された

地理座標値を格納している必要があります。 

 

 

重ね表示した際に正しく（意図したとおりに）表示されない場合は，いずれかの地図

ファイルに記録されている地理座標値が正しくないと思われます。地図ファイル作成に

立ち戻って確認・修正してください。 

 

CAD 形式ファイルの指定方法【解説】 

CAD 形式のファイルを指定する場合はファイルベース名（ファイル名の内，拡張子を

除いた部分）の末尾に，保有しているベクトルデータ形式（ポイント，ライン，ポリゴ

ン）に応じてそれぞれ”_point”，”_line”，”_polygon”を付けておく必要があります。 

たとえば，”FooBar.dxf”というポリゴン（区画）データを保有する CAD 形式ファイル

を背景ベクトル図として指定する場合は，予めファイル名を”FooBar_polygon.dxf”に変

更した上で登録します。 

ラスタイメージファイルの分割【解説】 

ラスタイメージ形式については，一つのファイルにするとファイルサイズが非常に大

きくなる場合があるので，これを分割することにより個々のファイルサイズを小さく抑

えた背景図ファイルを複数指定するといった指定方法が可能です。 

また，中山間地域のように圃場区画が谷筋に沿って点在しているような場合には，い

くつかの背景図に分けて登録する方が，山間部などの領域を含まなくて済み，結果とし

てファイル数は増えてもトータルの背景図ファイルサイズを小さくできます。 

背景図ファイルの指定順と表示順【解説】 

背景図（ベクトル形式，イメージ形式とも）は「圃場地図設定画面」で指定した順（番

号順）にロードされ地図画面上に表示されます。このため，背景図登録欄の 1 番には最

も背景（画面の後ろ・最下層レイヤ）となるファイルを指定し，順次前面に表示される

ファイルを指定します。 

 

 
図 13 複数の背景図ファイル指定例 
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また，指定済みの背景図ファイルについては一覧左下のにより登録並び順を入れ替え

ることができます。並べ替えるためには，一覧内の並び順を入れ替えたい背景図ファイ

ル行を選択した状態で「▲」「▼」ボタンをクリックします。 

 

 
図 14 複数背景図指定（図 13）による表示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で，作業計画管理の中心となる管理ファイルの作成・登録が終わりました。 

次は，今登録した管理ファイルに，農家情報や作物・品種，作業内容，使用資材や土壌・品質情報

など，作業計画管理を進めていく上で共通的に使用する基本情報（データベース用語では「マスタデ

ータ」と呼びます）を入力していきます。「基本情報の登録」に進んでください。 
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〔メモ〕 
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基本情報の登録 － マスタデータを作成する 

基本情報（マスタデータ）とは？【概略】 

本システムで使用する「基本情報」とは，作業計画作成や進捗管理を行う上で共通的

に必要となる情報のことで，具体的には図 15 の「初期設定」画面から分かるように，農

家情報，作物情報，作業情報，資材情報（肥料，農薬，その他種苗等一般資材），受託作

業情報，その他の各種管理項目一覧（リスト）のことです。これらの情報は「作業管理

ファイルの登録」（p9）で作成された管理ファイル毎に登録します。 

本システムでは，データを「圃場 DB」と呼ばれるデータベース内に格納しています。

一般にデータベースの世界では，このような基本情報のことを「マスタデータ」と呼び

ます。 

これらの基本情報（マスタデータ）は，後で作業計画・管理を行う際に必要となるの

で，日常的な作業計画・管理作業を行う前に予め入力しておく必要があります。 

基本情報を登録する管理ファイルを選択する【操作】 

登録済みの「管理ファイル」に対して基本情報を登録（入力）するには，「初期設定」

起動画面（図 15）内上方にある「管理ファイル選択(F)：管理ファイルを選択して下さい」

と表示されているコンボボックスから，登録済み（一覧表示される）の「管理ファイル」

を選択します（図 16）。 

 

 

図 15 （再掲）初期設定プログラム起動画面 

 

 

図 16 登録済み管理ファイル（圃場データ）の選択 
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すると以下のように，「管理ファイル選択」欄（コンボボックス）に選択した管理ファ

イルの名称が表示され，「マスタデータ編集」欄内のマスタデータ編集ボタン群が有効に

なります。 

また，画面右側の「選択管理ファイル情報」欄内に選択した管理ファイルのデータ登

録状況（マスタ・台帳ごとの登録レコード件数）が表示されます。 

 

 

図 17 管理ファイル指定後の初期設定画面 

 

以降で説明する基本情報の登録編集内容（入力データ）は，すべてここで選択した管

理ファイルの基本情報（マスタデータ）として保存されます。異なる管理ファイルに対

して基本情報を登録する際には，その都度，目的の管理ファイルを選択して登録します。 

管理ファイルを選択したら，目的の基本情報のボタンをクリックして各種の基本情報

（農家情報，作物情報など）を登録していきます。 

 

 

既存の管理ファイルを複写する（p.11）ことで，入力済みの基本情報をそのまま利用

することもできます。 

 

 

〔メモ〕 

 

  



 

－21－ 

農家情報の登録 － 農家や取引先の名称や連絡先を登録する 

農家情報の登録とは？【概略】 

農家情報の登録では，管理対象となる圃場（利用権設定圃場や作業受託圃場）を管理

する上で必要となる圃場の所有農家（地主）や耕作農家に関する情報を登録します。ま

た，生産資材の仕入れ先や製品・商品の販売出荷先などの取引先情報も登録します。 

登録・管理可能な項目としては，「農家コード」，「農家名（取引先名称）」の他にその

連絡先や特記事項（文字形式で任意の目的に使用可能）などがあります。 

本システムでは，最低限「農家コード」と「農家名」を入力しておけばよく，他の項

目は必要に応じて使用（データ入力）します。 

たとえば，農地地主や耕作協力者として登録する場合は「組合員」項目をチェックし

ます。仕入れ先として登録する際は「仕入れ先」項目をチェックします。販売出荷先（顧

客）として登録する際は「販売顧客」項目をチェックします。このように登録しておく

ことで，作業計画・管理時の各場面において農家マスタ上の登録が，資材マスタ作成時

の仕入れ先選択リストや製品出荷登録時の出荷先リストに表示されるなど，場面に応じ

て使い分けられるようになります。 

農家情報を登録する【操作】 

農家情報を登録するには， 

 

１．「管理ファイル選択後の初期設定画面」（図 17）で「農家(A)」ボタンをクリックし

て「農家情報（農家マスタ）」画面を表示します（図 18）。 

 

 

図 18 農家情報（農家マスタ）登録画面 

 

２．「農家・組織」タブ内の農家一覧（図 18 画面右側）の末尾（最下行）にある新規

行にある「農家名」欄を選択（左クリック）します。 

３．入力欄に沿って農家 ID（自動採番），農家名などの必要項目を入力します。 
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４．さらに追加する場合は新規行を，入力済みの農家情報を編集する場合は該当する

セルを選択します。 

５．手順３～４を繰り返して必要な農家情報を入力・編集します。 

６．画面上部ツールバー内の削除ボタン（ ）を左クリックすると，現在選択されて

いる農家情報（行データ）を削除します。 

７．入力・編集を終えるには，メニューの「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行しデー

タを保存します（図 19）。 

 

  
図 19 農家情報入力の終了とデータの保存確認画面 

 

農家情報の登録について【解説】 

図 18 の例ではすでにいくつかの農家情報が登録済みとなっています。現在「農家コー

ド」1 番のデータが反転表示されて選択状態にあり，画面下側の個別詳細入力欄にも入力

済みの 1 番の農家情報が表示されています。 

農家情報の入力・変更は，この画面右側の一覧（データグリッド）および画面下側の

個別詳細入力欄のどちらでも可能です。 

新規追加を含む入力対象となる農家情報（レコード）を選択するには，農家情報一覧

内の各行（レコード）のセルを直接クリックするか，画面上部のナビゲーションボタン

をクリックします。 

農家情報の登録では，農家コードと農家名は必ず入力します。それ以外の項目は，必

要に応じて適宜入力します。初めて農家情報を登録する際には，単に農家名を入力して

Enter キー入力，を繰り返していくだけで農家情報を作成できます。 

 

 

農家情報での編集操作の基本的な流れは，次の作物・品種情報の登録以降においても

同様です。 

 

農家情報の登録項目【解説】 

農家情報として入力可能な項目は以下のとおりです（太字は必須項目）。 

 

 分類名 -------------------------- この農家情報の種類を選択します。特に選択しない場合は

未分類となります。この分類名自体の登録・管理方法につ

いては後述しています。 

 農家 ID ------------------------- 1 以上のユニークな（他と重複のない）整数値を指定しま

す。1 から始まる必要はありませんが，新規入力時には 1

から始まる整数値が順次自動設定されます（自動採番）。

直接編集して変更できますが，すでに登録済みの番号との
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重複しないように指定する必要があります。 

 農家名 -------------------------- 農家名を 20 字以内で指定します。必須入力項目で，空欄

にはできません。 

 フリガナ ----------------------- 農家名のフリガナ（カタカナ）を 40 文字以内で指定しま

す。 

 組合員 -------------------------- チェック項目の一つです。組合員であるか否かに限らず任

意の二者択一の目的に利用できます。この項目は既定では

選択された状態で登録されます。 

この項目がチェックされていると，作業計画・管理全般に

おいて農地所有者や耕作者として登録する際の選択リス

トに表示されるようになります。逆にチェックされていな

いと選択リストに表示されないので注意が必要です。 

 作業者 -------------------------- チェック項目の一つです。この項目にチェックを入れると

後述する作業者マスタに作業者として登録されます。すで

に作業者マスタ上に同姓同名の登録があればひも付けさ

れます。同姓同名の登録がない場合は農家マスタ上のこの

登録内容が作業マスタ上にも追加されます。 

 JAN ----------------------------- 取引・流通管理，バーコード管理などで使用される 20 桁

以内のコードを指定します。通常の JAN13 桁コードや独

自のインストアコード，などの目的に使用できます。 

 出荷先（販売顧客）--------- チェック項目の一つです。チェックすることで，この（農

家）エントリが自経営からみて生産物（製品・商品）の出

荷先・顧客であることを指定します。 

この項目をチェックしていると生産出荷台帳などでの出

荷先リストに表示されます（出荷先リストに表示されるよ

うにするためには，この項目をチェックしておく必要があ

ります）。 

 販売取引 ----------------------- 販売取引決済種別（現金販売または売掛販売のいずれか）

を選択指定します。 

 販売課税 ----------------------- 販売取引時の課税処理を 0~2 の整数値で指定します（0:

課税無し，1:内税，2:外税）。 

 仕入先 -------------------------- チェック項目の一つです。チェックすることで生産資材等

の仕入れ先として登録されます。 

この項目をチェックすると，肥料・農薬･資材マスタの「仕

入れ先」リストに表示されます。 

 仕入れ取引 -------------------- 仕入れ取引の決済種別（現金仕入れか買掛仕入れのいずれ

か）を選択指定します。 

 仕入課税 ----------------------- 仕入れ取り引き時の課税処理を 0~2 の整数値で指定しま

す（0:課税無し，1:内税，2:外税）。 

 地区名 -------------------------- 農家の所属する地区名を 10 文字以内で入力します。画面

右下部のレコード詳細入力欄では，後述の地区マスタ

（p.69）から参照入力できます。また，地区マスタに登録

されていない地区名を直接入力することもできます。 

台帳データのマップ・一覧表示機能の一部には農家地区別

表示があるので，その表示機能を使用する場合は，予めこ

の農家地区名を入力しておく必要があります。 
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 農家番号 ----------------------- 地区ごとで割り振る農家番号を指定します。地区通しでユ

ニークな番号を振っても構いません。 

この項目は水稲共済申請書（集団用）作成時の「地区名・

農家番号」の農家番号として使用されます。 

 利用権設定 -------------------- 利用権設定している農家（地主）の場合チェックします。

また，次の利用権設定期間を指定すると自動的にチェック

されます。 

 （利用権）設定期間--------- 利用権設定している場合の設定期間・料金ランクを指定し

ます。後述の利用権マスタから選択入力できます。 

 法人名 -------------------------- 所属する法人名を入力します（40 字以内）。 

 部署名 -------------------------- 所属する部署名を入力します（40 字以内）。 

 〒（郵便番号） -------------- 郵便番号を“□□□－□□□□”形式（半角数字）で指定

します。 

 住所 ----------------------------- 住所を 50 字以内で指定します。詳細入力欄では郵便番号

から検索入力できます。 

 住所２ -------------------------- 詳細住所を 100 字以内で指定します。建物名や部屋番号，

広域集団における地区内住所などを入力する際に使用し

ます（「住所」だけでは不十分の場合）。 

 生年月日 ----------------------- 農家や取引先（個人・法人）の生年月日や設立年月日を西

暦年の”yyyy/MM/dd”形式で入力します。 

 年齢 ----------------------------- 農家や取引先（個人・法人）の年齢を入力します。詳細入

力欄において「生年月日より」ボタンを使用して入力済み

の生年月日から編集当日の満年齢を入力できます。 

この項目は圃場所有者の年齢別マップ表示などで使用さ

れます（年齢別マップを使用する場合は必ず入力する必要

があります）。 

 TEL，FAX，携帯 ----------- 電話・FAX・携帯番号をそれぞれ半角 16 文字以内で指定

します。 

 E-mail -------------------------- E-mail アドレスを半角 40 文字以内で入力します。 

 特記事項 ----------------------- 農家についての特記事項を3項目まで任意に入力できます

（それぞれ 100 文字以内）。 

 データフォルダ -------------- このエントリに対応するデータフォルダパスを指定しま

す（250 字以内）。右隣の［...］（フォルダ参照）ボタンを

使用して一覧選択入力できます。 

 

 

農家 ID は入力済み農家 ID の最大値に対して+1 ずつ自動採番されます。任意の値（最

大値）を直接入力すれば，それ以降，+1 ずつの番号体系にすることもできます。 

 

 

農家コード・農家名（取引先名）は必ず入力する必要がありますが，その他の項目は

任意です。ただし，項目によっては特定の機能で使用されている場合があるので，各項

目の説明を参考にして，その機能を使用する可能性がある場合は該当する項目を必ず入

力します。これは以降のマスタ情報についても同様です。 
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農家情報が依存する他のマスタ情報【解説】 

地区名入力の際に地区情報を参照する場合は，農家情報の入力に先立って，地区情報

一覧（地区マスタ p.68）を作成しておく必要があります。 

利用権設定期間の入力に利用権マスタ情報を参照する場合は，予め利用権マスタ情報

（利用権マスタ p.71）を作成しておく必要があります。 

このようにマスタ間でお互いを参照し合う場合が他にもあります。そのような場合は

以降に説明するマスタ編集画面も含め，相互に編集し合いながらマスタ設定を行います。 

農家・組織の分類情報を登録する【操作】 

農家情報（農家マスタ）登録画面（図 18）の「農

家・組織」タブ内左側（図 20）を使用して，分類名

の登録・編集・削除を行います。入力項目は以下の

通り。 

 

 CID ------------------------------ 自動採番されます。 

 分類名 -------------------------- 分類名を入力します

（20 字以内）。 

 備考 ----------------------------- 任意のメモを入力し

ます（100 字以内）。 

 

農家・組織の分類情報を削除する【操作】 

分類登録を削除する場合は，削除する分類のいず

れかのセルを選択した上で，分類一覧下部にあるツ

ールバー内の「分類削除」をクリックします。 

農家・組織の分類情報を保存する【操作】 

ここまでの一連の農家・組織分類情報の追加・変

更・削除編集ができたら，［分類（所属）を保存・更

新する］ボタンをクリックして保存します。 

この保存を実行することによって次の農家一覧へ

のフィルタ適用も編集内容を反映して正しく動作す

るようになります（未保存状態ではフィルタ適用は

正しく動作しない場合があります）。 

農家一覧における分類フィルタ適用【操作】 

先に説明した農家一覧の「分類」欄にはここで登録した分類名を指定できます。この

分類名が指定されていると，この分類登録一覧内で現在選択している分類によるフィル

タ（絞り込み）表示が農家一覧に適用されます。 

このフィルタ表示を解除したい場合は「分類指定解除」ボタンをクリックします。 

再度フィルタ指定したい場合は分類一覧の中から適用したい分類名のセルをクリック

選択します。 

グループ（機能）名を編集する【操作】 

農家情報（農家マスタ）登録画面（図 18）の「グループ名」タブを使用して，農家情

 

図 20 分類登録画面 
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報属性（チェック項目）として用意されているいくつかの機能属性に付与する名称およ

び機能の組み合わせを編集することができます（図 21）。 

 

 

図 21 農家・組織属性（グループ）の編集画面 

 

本システムの農家情報については既定として以下の機能名と機能属性が内蔵されてい

ます。 

 

 組合員 -------------------------- 土地所有者や耕作担当者など農業生産活動主体として登

録されることを指定します。 

この項目を指定（チェック）することで土地所有者リスト

や耕作者リストに選択肢として表示されます。 

 利用権設定 -------------------- 土地（農地）の利用権設定元（同時に地主でもある）とし

て登録されることを指定します。 

 顧客 ----------------------------- 生産物や製品・商品の販売・出荷先であることを指定しま

す。 

この項目を指定（チェック）することで生産出荷管理時の

集荷先リストに選択肢として表示されます。 

 仕入れ先 ----------------------- 肥料・農薬・種苗・その他生産資材などの仕入れ先として

登録されることを指定します。 

この項目を指定（チェック）することで生産資材情報（マ

スタ）登録時や在庫管理時の仕入れ先リストに選択肢とし

て表示されます。 

 

「グループ名」タブにおいては，この既定の機能属性に加え，これらを組み合わせた

属性を追加登録できます（図 21）。 

登録に当たっては，必ず，既定属性に 1 対 1 で対応するグループ名（既定属性と同じ

名前でもかまいません）を登録してください。それに加えて任意の名称と機能組み合わ

せ（チェックで選択）の機能グループを指定することができます。 

 

 

現在，このグループ編集機能は既定の属性名を変更する（馴染みのある名称に変更す

る）という目的でのみ使用されています。 

任意の機能を組み合わせたグループに対応した農家情報編集機能や作業計画管理での

機能属性を利用した実装は将来の開発予定です。 
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作物・品種情報の登録 － 栽培する作物名や品種名を登録する 

作物・品種情報の登録とは？【概略】 

作物・品種情報の登録では，栽培管理の対象となる作物の作物名・品種名を，それぞ

れのコード番号（原則，自動採番されます）とともに登録します。 

また，その作物を栽培する時の 10a 当たり播種量（必要量）や種子の調達・使用状況

を管理するための資材マスタ上のコード，圃場ごとの収量表示の際の階級値や表示単位

なども登録できます。 

最低限，作物・品種コードと作物・品種名は登録する必要がありますが，その他の項

目は必要に応じて入力します。たとえば，作付計画時に種子がトータルでどの位必要に

なるかを積算したい場合は 10a 当たり播種量が積算基礎として必要になるので，ここで

入力しておかなければなりません。このように本システムの利用したい機能に応じて必

ず入力しておかなければならない項目というのもあります。各項目の説明にしたがって

必要となってくる項目を入力します。 

作物・品種情報を登録する【操作】 

操作手順は以下の通りです。 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「作物・品種(C)」ボタンをクリックし「作物情報（作

目・品種マスタ）」画面を表示します（図 22）。 

 

 

図 22 「作物情報（作目・品種マスタ）」登録編集画面 

 

２．はじめに画面左側の「作物（品目）」一覧内の編集する「作物名」セルをクリック

して選択します。作物を追加する場合は最下行の新規行（※印）の「作物名」セ

ルを選択します（この時，作物コードは自動採番されます）。 

３．作物名を入力します（20 字以内）。 

４．本システムに登録されている生産費調査・集計用作物リストの中から集計対象と

する「生産費作物」を選択します（任意：必要に応じて）。 
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５．手順２～４を繰り返して必要な作物コードと作物名を入力します。 

６．作物（品目）一覧において，これから品種登録をしようとする作物（品目）のセ

ルを選択します。 

（この操作により画面右側の品種情報一覧で，選択した作物（品目）の品種情報

を登録することになります） 

７．品種情報一覧内で品種名を編集したいセル（「品種名」セル）をクリックして選択

します。新しい品種情報を追加する場合は最下行の新規行（※印）を選択します

（この時作物コード，作物名，品種コードなどが自動入力されます） 

８．追加の場合は，品種名を入力して Enter キーを押し，新しい作物・品種情報（レ

コード）を確定します。自動入力されたデータも含め，変更が必要な場合は該当

セルを選択・編集して変更します。 

９．その他，品種情報として必要な項目（「反収」，「単価」，「減収係数」など）を入力

します。 

10．現在選択されている作物・品種情報（レコード)を削除するには，画面上部ツール

バー内の削除ボタン（ ）をクリックします。 

11．手順 6～10 を繰り返して必要な作物・品種情報の編集を行います。 

12．すべての作物・品種について編集できたら，メニューから「ファイル(F)」→「終

了(X)」を実行して入力データを保存し，編集画面を閉じます。 

 

作物・品種データの登録について【解説】 

「作物（品目）」一覧（画面左側）では，最低限，作物コード（自動採番されます）と

作物（作目）名を登録します。 

「品種情報」一覧（画面右側）では，最低限，作物（品目）一覧画面で選択している

作物（品目）毎に品種コード（自動採番されます）と品種名を登録します。 

作物・品種情報を登録するには，作物コード・作物名だけでは不十分で，必ず品種コ

ード・品種名まで登録する必要があります（作物ごとに最低 1 品種は登録する必要があ

ります）。 

先の作物・品種情報（作物・品種マスタ）登録画面例（図 22）では，すでにいくつか

の作物（画面左側一覧内の水稲，大豆，牧草など）が登録されています。 

画面上の作物（品目）一覧下部の注意表示にあるように，作物コード・作物名の削除

はこの画面ではできません。作物は「品種情報」一覧で選択中のその作物に属するすべ

ての品種を削除することで自動的に削除されます。 

作物・品種の登録件数に制限はありませんが，作業計画管理の台帳表示時に一度にマ

ップ表示できるのは作物・品種の組み合わせで最大 20 組までです。 

作物・品種登録項目【解説】 

以下，入力可能な各項目について説明します。 

 

 VID ------------------------------ 管理番号で，システムが自動的にユニークな ID 番号を割

り当てます。特に編集する必要はありません。 

 作物コード -------------------- 作物の管理用コードを 1 以上の整数値で指定します。新し

い作物を追加すると自動的に採番されるので，通常変更す

る必要はありません。 

 作物名 -------------------------- 作物名を 20 文字以内で指定します（必須入力）。 

 品種コード -------------------- 品種の管理用コードを 1 以上の整数値で指定します。新し
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い品種を追加すると自動的に採番されるので，通常変更す

る必要はありません。 

 品種名 -------------------------- 品種名を 20 文字以内で指定します（必須入力）。作物名と

セットで必ず指定します。 

 水稲 ----------------------------- 共済申請等の書類作成処理において水稲として扱う場合

チェックします。飼料イネのように水稲であっても転作作

物扱いの場合はチェックしません。 

 減収係数 ----------------------- 水稲作付時の栽培方法によって見込まれる減収割合を指

定します。自治体等で，直播栽培，有機栽培などの特別栽

培米に対して生産量調整のために設定されている調整値

です。作付計画時の面積集計時にこの数値が使用されます。 

 種子量(kg/10a) --------------- 作付に必要な10a当たりの種子量をkg単位で指定します。

この項目は作付計画時に必要な種子量を積算するための

積算基礎として使用されます。 

 種別コード -------------------- 資材マスタに登録されているこの品種の種子の種別コー

ドを指定します。資材マスタにまだ登録されていない場合

は登録後に再度指定します。この項目は作付計画時に必要

な種子量を積算するために使用されます。 

 資材コード -------------------- 資材マスタに登録されているこの品種の種子の資材コー

ドを指定します。資材マスタにまだ登録されていない場合

は登録後に再度指定します。この項目は作付計画時に必要

な種子量を積算するために使用されます。 

 JAN ----------------------------- 流通取引，バーコード管理などに使用されるコード（半角

20 文字以内）を指定します。 

 薬剤適用作物名 -------------- この作物・品種に適用される可能性がある薬剤の適用作物

名を入力します（200 字以内）。詳細入力欄では本システ

ムに付属の農薬DBを参照して適用作物名を挿入できます。 

 反収 ----------------------------- この作物・品種の 10a 収穫量（生産量割り当てなどで使用

される平均収量値または次年度計画の参考とするための

当該年度収量実績値など）を指定します。 

 反収単位 ----------------------- 10a 収穫量（反収）を表す単位文字列を 10 文字以内で指

定します。”kg/10a”，”本/10a”など。 

 表示最大値 -------------------- 反収マップ表示時の階級最大値を指定します。 

 表示階級幅 -------------------- 反収マップ表示時の階級幅を指定します。最大値 600kg

から 15kg 間隔で表示など。 

 単価 ----------------------------- その作物・品種の出荷単価を指定します。 

 単価単位 ----------------------- 出荷単価の単位文字列を 10 文字以内で指定します。 

”円/kg”，”円/箱”，”円/俵”など。 

 作物 ID ------------------------- 作物（品目）一覧で登録した「生産費作物」が自動設定さ

れます。編集はできません。 

 移植始期・終期 ------------ 水稲品種の移植時期の上限（始期）～下限（終期）を”MM/dd”

形式で指定します。この項目は，作業計画計算により水稲

の代かき・田植え作業計画を作成する際に使用されます。 

 Web 品種番号 ----------------- 水稲品種の「Web 水稲生育予測サイト」における「品種番

号」を指定します。この項目は，作業計画計算により水稲

収穫作業計画を作成する際に使用されます（インターネッ
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ト接続が必要です）。 

 借方科目・借方補助--------- この作物・品種の会計処理に使用される借方科目コード・

同補助コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。この

コードは集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際

に使用されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 貸方科目・貸方補助--------- この作物・品種の会計処理に使用される貸方科目コード・

同補助コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。この

コードは集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際

に使用されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 備考 ----------------------------- 作物・品種についての任意のメモを登録します（400 字以

内）。 

 

VID，作物コード，作物名，品種コード，品種名は必ず入力します（空欄にできませ

ん）。その他の項目は必要に応じて入力します。 

作物・品種として登録する内容について【解説】 

作物・品種情報としては，水稲・コシヒカリや小麦・フクサヤカなどの実際の作物の

他に，「作業場管理・資材管理」，「種苗管理・育苗」，「乾燥・調製」，「圃場整備・一般管

理」，「休耕・保全管理」，「工場・機械整備」などを指定して，それらに関連する作業を

記録管理することもできます。 

作物マスタは主に作付台帳から参照されます。作付は圃場地図（マップ上の区画）の

区画利用台帳という使い方になるので，それに対応する作物マスタでは「圃場（土地）

利用での作物栽培」を基本に「施設利用」さらには地図上の区画利用として想定される

内容を登録するものと考えれば理解しやすくなります。 

 

〔メモ〕 
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機械・道具情報を登録する【操作】 

機械・道具情報の登録では，栽培管理作業の際に使用する機械や道具類の名称・型式・

構成などを，それぞれのコード番号とともに登録管理します。 

操作手順は以下の通りです。 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「機械・道具(M)」ボタンをクリックし「機材情報（機

械・道具マスタ）」画面を表示します（図 23）。 

 

 

図 23 「機材情報（機械・道具マスタ）」登録画面 

 

２．はじめに画面左側の「機械種別」一覧内の編集する「機械種別名」セルをクリッ

クして選択します。機械種別を追加する場合は新規行（※印）の「機械種別名」

セルを選択します（この時，種別コードは自動入力されます）。 

３．機械種別名を入力します。 

４．手順２～３を繰り返して必要な機械種別名を入力します。 

５．機械種別一覧内で，これから個々の機械名を入力しようとする機械種別行のいず

れかのセルを選択します。 

（この操作により画面右側の機材情報一覧で，選択した機械種別の個別機材情報

を登録することになります） 

６．機材情報一覧内の編集したい「機体名」セルをクリックして選択します。機材情

報を追加する場合は最下行の新規行（※印）を選択します。 

（この時，種別コード，種別名，機体コードなどが自動入力されます） 

７．新規追加の場合は，機体名を入力して Enter キーを押し，新しい機械・道具情報

（レコード）を確定します。なお，自動入力されたデータも含め，変更が必要な

場合は該当セルを選択し編集して変更します。 

８．その他，機材情報として必要な項目（「購入情報」，「作業人数」，「所有形態」など）

を入力します。 

９．現在選択されている機械種別・機材情報（レコード)を削除するには，画面上部ツ
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ールバー内の削除ボタン（ ）をクリックします。 

10．手順 6～9 を繰り返して必要な機材情報の入力・編集を行います。 

11．すべての機械種別および機材情報について編集できたら，メニューから「ファイ

ル(F)」→「終了(X)」を実行して入力データを保存し，編集画面を閉じます。 

 

機械・道具情報の登録について【解説】 

機械・道具情報（機材マスタ）は「機械種別」とそれぞれの「機体名」にデータを階

層化して入力します。「機械種別」には，トラクタ（耕起用），播種，収穫，などの作業

目的に併せた大まかな機械種別を指定し，「機体名」には個々の機械や作業機の組み合わ

せ・構成などを特定できる個体名・型名などを指定します。 

入力・編集可能な項目は以下のとおりです。 

 

 MID ----------------------------- 機材マスタ管理用コードで，データ追加に伴い自動的に採

番されます。通常，変更する必要はありません。 

 種別コード -------------------- 作業等に応じた機械種別を表すコード値を 1以上の整数値

で指定します。種別データ追加に伴い，自動入力されるの

で，通常変更する必要はありません。 

 機械種別名 -------------------- 作業等に応じた機械や道具類の種別名を 20 文字以内で指

定します（機械種別タブで入力します）。 

 機体コード -------------------- 各種別に属する個別機材を管理するコード値を 1以上の整

数値で指定します。機体データ追加に伴い自動採番される

ので，通常変更する必要はありません。 

 機体名 -------------------------- 各種別に属する個々の機体名（機械や作業機，またはその

構成）を 20 文字以内で指定します。この項目は必ず入力

する必要があります。 

 軽油 ----------------------------- 軽油を燃料とする場合はチェックします。 

 購入日 -------------------------- 購入（入手）日を”yyyy/MM/dd”形式で入力します。 

 購入金額 ----------------------- 購入（入手）金額を入力します。 

 課税 ----------------------------- 購入（入手）金額に対する課税種別を「非課税，内税，外

税」の中から選択します。 

 耐用年数 ----------------------- 耐用年数（整数値）を入力します。 

 耐用時間 ----------------------- 耐用時間（アワー：hr，整数値）を入力します。 

 所有 ----------------------------- 機材を自己所有しているか否かを指定します。 

 JAN ----------------------------- 流通取引，バーコード管理などに使用されるコード（半角

20 文字以内）を指定します。 

 借方科目・借方補助--------- この機材の会計処理に使用される借方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 貸方科目・貸方補助--------- この機材の会計処理に使用される貸方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 作業人数 ----------------------- この機材を使用した作業に必要な人数（作業人員数）を指

定します。 
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 作業能率 ----------------------- この機材の作業能率(a/h)を指定します。 

 説明 ----------------------------- この機材についての任意の説明（備考）を 100 文字以内で

指定します。 

 

MID～機体名までの 5 項目は必ず入力します（空欄にできません）。そのうち，機械種

別コードと機械種別名は「機械種別」一覧で入力します。 

軽油～説明までの項目は必要に応じて入力します（これらの項目は現在のシステムで

は利用されていません。将来的に台帳表示機能が拡張され，減価償却計算や燃料使用集

計，作業人員集計や稼働時間集計などの基本情報として使用される予定です）。 
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作業情報を登録する【操作】 

作業情報の登録では，作物を栽培管理していく際に実施される作業についての情報（作

業名，登録種別，など）を入力します。 

作業情報の登録は，登録済みの作物毎に行うので，作物・品種情報をまだ登録してい

ない場合は先に登録しておきます（p.27）。 

作業情報（作業コード，作業名など）を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「栽培作業(W)」ボタンを左クリックし，以下の「作

業情報（作業マスタ）」画面を表示します（図 24）。 

 

 

図 24 作業情報（作業マスタ）登録画面 

 

２．画面右側に配置されている作業一覧編集グリッドの上部にある「作物名」コンボ

ボックスから，編集登録する作業の対象となる作物を選択します。 

（この時，作業一覧が選択された作物に応じて更新されます） 

３．作業一覧内で登録・編集したい行の「作業名」セルを選択します。追加の場合は

最下行にある新規行（※印）内の「作業名」セルを選択します。新規行が表示さ

れていない場合はスクロールして最下行に移動し選択します。 

４．作業名などの必要な項目（セル）を入力します。追加の場合，作業コードなどは

既定値が自動入力されます。 

５．選択している作業情報（一覧内の行）を削除するには画面上部ツールバー内の「削

除」ボタン（ ）をクリックします。 

６．手順２～５を繰り返して，すべての作物についての作業情報を入力・編集します。 

７．編集が終了したら，「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行して入力データを保存し，

編集画面を閉じます。 

 

作業情報登録について【解説】 

ここで登録する作業名は，作業の当初計画や日々の実行計画，作業実績などで栽培作
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業台帳に記録される作業名で，栽培管理する作物ごとに作業名を登録します。 

作業コードと作業名は必ず入力します。その他の項目（生産出荷，実施期間，JAN，

など）については必要に応じて入力します。 

一作物当たりの作業名登録件数に上限はありませんが，作業計画管理時の作業進捗状

況表示などでは地図上に一度に表示できる作業数は最大 20 件です。 

作業情報（作業マスタ）画面で入力・編集可能な項目は以下のようになっています。 

 

 作業分類 ----------------------- 画面左側の作業分類一覧に登録されている作業分類の中

から選択します。特に選択しない場合は未分類となります。

作業分類名の登録・管理方法については後述しています。 

 WID ----------------------------- システムが作業情報を管理するためのコードです。作業情

報を追加する度に自動的に採番されるので，特に必要がな

い限り変更する必要はありません。 

 作物コード -------------------- 現在編集している作業が対象としている栽培作物のコー

ドです。このコードは作物・品種マスタで予め指定されて

いるもので，作物名コンボボックス（図 24）で選択されて

いる作物のコードが自動的に設定され表示されます（編集

できません）。 

 作業コード -------------------- 作業情報を識別するためのコードを 1以上の整数値で指定

します。作業情報を追加する度に自動採番されるので特に

変更する必要はありません。特定の番号から始まるコード

を指定したい場合などは直接編集することもできます。 

 作業名 -------------------------- 作業名を 20 文字以内で指定します（必須入力）。最低限こ

の項目だけ入力すれば作業情報を作成・登録できます。 

 生産費作業科目 -------------- この作業が生産費調査・集計のどの作業科目に紐づけられ

るかを指定します。詳細入力欄では，本システムに登録さ

れている作業科目一覧の中から選択指定できます。 

 開始～終了時期 -------------- この作業が実施される時期（期間）を指定します。 

 生産出荷登録 ----------------- この作業が収穫以降の生産出荷工程（ロット管理対象）で

の作業であることを指定します。 

チェックすることにより，収穫生産ロットの作業リストに

表示され，作業登録できるようになります。 

 種苗登録 ----------------------- この作業が種苗生産工程（ロット管理対象）での作業であ

ることを指定します。 

チェックすることにより，種苗生産ロットの作業リストに

表示され，作業登録できるようになります。 

 生育登録 ----------------------- 生育管理台帳に作業日を連動記録する作業であることを

指定します。 

チェックすることにより，栽培作業台帳に作業登録すると

自動的に生育管理台帳の作業名と作業日が登録されるよ

うになります。 

 植付開始～終了 -------------- 圃場での実質的な栽培（生育）期間の開始～終了となる作

業であることをそれぞれ指定します。複数の作業にチェッ

クを入れて指定した場合は登録順の早い作業が開始作業

または終了作業として使用されます。 

チェックすることにより，栽培作業台帳に作業登録すると
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自動的に作付台帳の植え付け開始～終了日にこの作業の

作業日が記録されます。 

 JAN ----------------------------- 流通取り引き，バーコード管理などに使用されるコード

（半角 20 文字以内）を指定します。 

 借方科目・借方補助--------- この作業の会計処理に使用される借方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 貸方科目・貸方補助--------- この作業の会計処理に使用される貸方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 作業機械名 -------------------- 使用する作業機械名を 20 文字以内で指定します。 

 作業能率 ----------------------- 作業能率（a/h 単位の数値）を指定します。 

 使用資材名 -------------------- この作業で使用する資材名を 20 文字以内で指定します。 

 

作業情報入力では，最低限，作業コードと作業名を必ず指定します。 

作物・品種マスタに登録する作物名については，必ずしも実際の作物である必要はあ

りません。農閑期の圃場整備作業や圃場収穫以降の乾燥調製出荷作業などを登録するた

めに，作物・品種として「圃場整備・冬作業」「乾燥調製」などを登録しておき，ここで

個々の作業名を登録するという使い方も行います。そうすることで，作物以外に対する

作業や収穫以降の生産ロットに対する作業なども記録できるようになります。 

作業分類情報を登録する【操作】 

作業情報（作業マスタ）登録画面左側の「作業

分類」欄では，作業分類名の登録・編集・削除を

行います。入力項目は以下の通り。 

 

 CID ------------------------------ 自動採番されます。 

 分類名 -------------------------- 分類名を入力しま

す（20 字以内）。 

 備考 ----------------------------- 任意のメモを入力

します（100字以内）。 

 

 

作業分類を登録しておくと作業一覧で分類ごと

に表示を限定（フィルタ）したり，計画管理で作

業実績等を記録する際の作業一覧選択時に選択肢

を（選択可能な作業を）限定したりすることがで

きるようになります。 

 

作業分類情報を削除する【操作】 

作業分類情報を削除する場合は，削除しようと

する分類のいずれかのセルを選択した上で，作業

 
図 25 作業分類の編集操作 
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分類一覧下部にあるツールバー内の「分類削除」をクリックします。 

作業分類情報を保存する【操作】 

ここまでの一連の作業分類情報の追加・変更・削除編集ができたら，［分類（所属）を

保存・更新する］ボタンをクリックして保存します。 

この保存を実行することによって次の作業一覧へのフィルタ適用も編集内容を反映し

て正しく動作するようになります（未保存状態ではフィルタ適用は正しく動作しない場

合があります）。 

作業一覧における作業分類フィルタ適用【操作】 

先に説明した作業一覧の「作業分類」欄にはここで登録した作業分類名を指定できま

す。この作業分類名が指定されていると，この作業分類登録一覧内で現在選択している

作業分類によるフィルタ（絞り込み）表示が作業一覧に適用されます。 

このフィルタ表示を解除したい場合は「分類指定解除」ボタンをクリックします。 

再度フィルタ指定したい場合は作業分類一覧の中から適用したい作業分類名のセルを

クリック選択します。 

 

 

〔メモ〕 
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作型・作業体系情報を登録する【操作】 

作型・作業体系情報の登録では，作物ごとに作型名とその作型での作業体系（作業名

リスト）を登録します。 

事前に，作物・品種情報（作物マスタ）と栽培作業情報（作業マスタ）が整備されて

いる必要があります。 

作型・作業体系情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「作型・作業体系(C)」ボタンを左クリックして「作型・

作業体系(C)」画面を表示します 

 

 

図 26 作型情報登録画面 

 

２．画面情報のツールバー内にある「作物」コンボボックスで，作型・作業体系情報

を設定しようとする作物を選択します（必須）。 

（作物を選択することで，作物に応じて設定内容表示が更新されます） 

３．「作型・作業体系」タブを選択します。 

４．作型一覧内で登録・編集するセルを選択します。追加の場合は最下行にある新規

行（※印）内の「作業名」セルを選択します。新規行が表示されていない場合は

スクロールして最下行に移動し選択します。 

５．作型名などの必要な項目（セル）を入力します。追加の場合，作型コードなどは

既定値が自動入力されます。 

６．現在選択している作型情報（一覧内の行）を削除するには画面上部ツールバー内

の「削除」ボタン（ ）をクリックします。 

７．手順４～６を繰り返して，必要な作型情報を入力・編集します。 

８．次にそれぞれの作型について，その作型で想定される作業体系（作業名リスト）
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を編集します。編集には目的の作型行のいずれからのセルが選択されている状態

で「作業一覧」タブをクリックして表示タブシートを切り替えます。 

 

 
図 27 作型作業一覧編集画面 

 

９．「作業一覧」タブ内の作業一覧において，作業名とその作業の実施時期範囲などを

入力します。 

10．以上の手順２～９を繰り返し，すべての作物について作型情報と作型ごとの作業

一覧を入力・編集します。 

11．編集が終了したら「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行して入力データを保存し，

編集画面を閉じます。 

 

作型情報について【解説】 

作型情報は，これまでに登録している作物情報と作物ごとの作業情報に基づいて登録

します。作物情報および作業情報が未登録の場合は先に作物情報と作業情報を登録して

おく必要があります（作業情報は作物に依存するので，作業情報を登録する際には作物

情報がすでに登録されている必要があります）。 

作型情報画面で入力・編集可能な項目は以下のとおりです。 

 

［作型・作業体系］タブ 

 TID ------------------------------ システム管理用のシリアル値です。作型が追加されるたび

に自動採番され登録されます。通常，編集する必要はあり

ません。 

 作型コード -------------------- 選択している作物ごとに自動採番されます。特に必要のな

い限り編集する必要はありません。 

 作型名 -------------------------- 作型名を指定します（20 字以内）。必須入力項目です。 

 開始～終了 -------------------- 作型の栽培期間を開始～終了日で指定します。 

 備考 ----------------------------- 作型についての任意のメモを入力します（100 字以内）。 
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［作業一覧］タブ 

 TID，作型名 ------------------ 作型タブ内の作型一覧で選択中の TID，作型名が自動設定

されます。 

 ID -------------------------------- 作業を追加するたびに自動採番されます。変更の必要はあ

りません。 

 作業名 -------------------------- 現在選択中の作型で実施（実績記録）する作業名を選択し

ます（作業マスタ登録済みの作業から選択します）。 

 開始～終了 -------------------- 作業の実施時期範囲を指定します。 

 備考 ----------------------------- この作業についての任意のメモを 100 字以内で入力しま

す。 

 

 

作業計画管理における作付管理では，作物・品種の組み合わせを指定するのが基本で

す。これに加えて，作業体系を含む栽培体系を意味する作型を指定できます（「作業計画

管理」ガイドの作付台帳）。 

作付に作型を指定すると，その作物に登録されている全作業のうち，作型に登録され

ている作業に限定して栽培作業（作業実績）を記録・管理できます。 
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受託作業情報を登録する【操作】 

受託作業情報の登録では，作業受託により実施する作業名とその内容，作業単位・単

価などを入力します。 

受託作業情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「受託作業(J)」ボタンを左クリックして「受託作業情

報（受託マスタ）」画面を表示します（図 28）。 

 

 

図 28 受託作業内容登録画面 

 

２．画面中央の受託作業内容一覧で，入力・編集する行・セルをクリックして選択し

ます。追加の場合は，最下行の新規行（※印）を選択します（表示されていない

場合はスクロールして表示させてから選択します）。 

３．受託コードや作業名などの各項目を入力・編集します。追加の場合，受託コード

などは自動入力されますが，必要に応じて直接編集もできます。 

４．選択している受託作業情報を削除するには画面上部ツールバー内の「削除」ボタ

ン（ ）をクリックします。 

５．手順２～４を繰り返して必要な受託作業内容を入力・編集します。 

６．すべての編集が終了したらメニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」を選択・実

行して入力データを保存し，画面を閉じます。 

 

受託作業内容について【解説】 

受託作業コードの付け方（割り振り方法）には特別のルールはありません。適宜管理

しやすいコード体系を定めて，各作業名に一意のコードを割り振ります。 

受託作業内容の登録件数に制限はありませんが，作業計画管理機能の台帳表示等で一

度に表示できるのは 20 件までです。 

「受託作業情報」登録画面で入力可能な項目は以下のとおりです（太字は必須項目）。 
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 CID ------------------------------ システムが受託作業情報の管理に使用するコード番号で

す。受託作業情報を追加する度に自動採番されるので特に

変更する必要はありません。 

 受託コード -------------------- 受託作業に割り振るコード番号を 1以上の整数値で指定し

ます。受託作業情報を追加する度に+1 ずつ自動採番され

るので特に変更する必要はありません。 

直接編集する場面としては，水稲で 100 番台，小麦で 200

番台，大豆で 300 番台などと覚えやすいコード体系を割り

振る場合などがあります。 

 作業名 -------------------------- 受託作業名を 20 文字以内で指定します（必須入力）。 

 単価（円） -------------------- 次の「作業単位」当たりの受託作業単価（円）を指定しま

す。この単価は受託作業料集計時の積算基礎として使用さ

れます。 

※ 作業料金集計を行う場合は必ず設定します。 

 単位 ----------------------------- 受託作業量を算出する際の作業単位を指定します。耕地

10a 当たり，重量 1kg 当たり，1 箱当たり，30kg 袋当た

り，などから選択します。 

※ 作業料金集計を行う場合は必ず設定します。 

 JAN ----------------------------- 流通取引，バーコード管理などに使用されるコード（半角

20 文字以内）を指定します。 

 借方科目・借方補助--------- この受託作業の会計処理に使用される借方科目コード・同

補助コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコ

ードは集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に

使用されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 貸方科目・貸方補助--------- この受託作業の会計処理に使用される貸方科目コード・同

補助コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコ

ードは集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に

使用されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 

受託作業情報（受託マスタ）入力では，CID，受託コードと作業名は必ず入力します

（空欄にできません）。通常，CID と受託コードは自動採番されるので特に必要がない限

り編集する必要はありません。 

作業単価（円）と作業単位（課金単位）については，受託作業料金集計をする場合は

必ず指定します。受託作業量（実際に作業した量）については，作業計画管理において

受託作業台帳入力時にそれぞれの受託作業内容に応じて入力します（作業計画管理ガイ

ド参照）。 

 

 

〔メモ〕 
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肥料情報を登録する【操作】 

肥料情報の登録では使用する肥料等の資材情報および施肥設計情報を入力します。 

肥料の資材情報を入力する 

肥料の資材情報を入力するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「肥料・施肥設計(H)」ボタンを左クリックし「肥料

情報（肥料マスタ）」画面を表示します（図 29）。 

 

 

図 29 肥料データ登録画面 

 

２．「肥料」タブをクリックして表示します（表示されていない場合）。 

３．画面中央部の肥料一覧で入力・編集するセルをクリックして選択します（反転表

示されます）。追加の場合は，最下行の新規行（※印）内のセルを選択します（表

示されていない場合はスクロールして表示します）。 

４．「肥料名」など必要な項目を入力します。追加の場合，コード類は自動入力されま

すが，必要に応じて編集もできます。 

５．選択している肥料情報（行レコード）を削除するには，画面上部ツールバー内の

「削除」ボタン（ ）を左クリックします。 

６．手順３～５を繰り返して必要な肥料情報を入力・編集します。 

７．すべての入力が終了したらメニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」を選択・実

行して入力データを保存し，画面を閉じます。 

 

肥料情報の入力項目について【解説】 

入力項目は以下のとおりです。 

 

 FID ------------------------------ システム管理用で自動採番されます。通常，編集する必要
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はありません。 

 肥料コード -------------------- 自動採番されますが，必要に応じて画面下部の詳細入力欄

で変更することもできます。 

 肥料名 -------------------------- 肥料名を 30 文字以内で指定します。 

 荷姿 ----------------------------- 肥料の荷姿容量（20kg 袋の場合’20’など）を数値で指定し

ます。この値は資材使用量を荷姿単位で入力・集計する場

合の容量換算に使用されます。 

 単位 ----------------------------- 前項の荷姿容量の単位文字列を10文字以内で指定します。

20kg 袋の場合’kg’が単位文字列です。 

 荷姿単位 ----------------------- 荷姿自体の単位文字列を 10 文字以内で指定します。20kg

袋（1 袋 20kg）の場合「袋」が荷姿単位です。 

 当用価格 ----------------------- 1 荷姿当たりの価格（予約・当用）を指定します。20kg

袋の場合 1 袋の価格です。施肥計画による経費集計ではこ

の当用価格が仕入れ単価（入庫単価）として使用されます。 

 在庫単価 ----------------------- 在庫時の単価を入力します。 

 出庫単価 ----------------------- 出庫時の単価を入力します。 

 課税 ----------------------------- 仕入れ時の課税種別を選択します。 

 仕入れ先 ----------------------- 肥料の仕入れ先を指定します。仕入れ先は農家・顧客マス

タにおいて「仕入れ先」カラムがチェック（オン）されて

いる中から選択します。このため，予め農家･顧客マスタ

に仕入れ先が最低 1件は登録されていないと選択できませ

ん。 

 倉庫 ----------------------------- 肥料を保管する倉庫（置き場所）を指定します。倉庫は倉

庫一覧情報（倉庫マスタ）から選択するので，予め倉庫マ

スタを登録しておく必要があります。 

 JAN ----------------------------- 流通取引，バーコード管理などに使用されるコード（半角

20 文字以内）を指定します。 

 成分値（重量％値）--------- 肥料の窒素（N）・燐（P）・加里（K）成分をはじめとする

要素含有量の%値（重量%）を指定します。作付・施肥設

計時や使用実績表示時などに成分量を算出するために使

用されます。 

 借方科目・借方補助--------- この肥料の会計処理に使用される借方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 貸方科目・貸方補助--------- この肥料の会計処理に使用される貸方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 

このうち，肥料コードと肥料名は必須ですが，その他の項目は任意です。 

なお，次に説明する施肥設計を行う場合は肥料成分量や荷姿単位での必要量を積算す

るためにこれらの入力項目が必要となります。 

肥料情報の登録件数に制限はありません（データベースサイズの許す限り）。 
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施肥設計情報を入力する 

施肥設計情報を入力するには， 

 

１．肥料情報（肥料マスタ）画面（図 29）を表示し，「施肥設計」タブをクリックし

て選択します（図 30）。 

 

 

図 30 施肥設計入力画面例 

 

２．施肥設計一覧で，入力・編集するセルをクリックして選択します（反転表示され

ます）。追加の場合は，最下行の新規行（※印）内のセルを選択します（表示され

ていない場合はスクロールして表示します）。 

３．「施用名」「施用時期」「肥料名」など必要な項目を入力します。追加の場合，コー

ド類は自動入力されます。一つの設計につき最大 8 件までの施用情報（時期，肥

料，施用量など）を入力できます。 

４．選択している施肥設計情報（行レコード）を削除するには，画面上部ツールバー

内の「削除」ボタン（ ）を左クリックします。 

５．手順２～４を繰り返して必要な施肥設計情報を入力・編集します。 

６．すべての入力が終了したらメニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」を選択・実

行して入力データを保存し，画面を閉じます。 

 

 

手順３で選択した肥料の反当（10a）使用量を入力すると，自動的に反当荷姿使用量や

費用，施肥設計全体での反当成分量・費用が計算され表示されます。この自動計算・表

示は「肥料」タブに登録されている該当肥料の「荷姿」や「単価」に基づいて行われま

す。これらの値を指定していない肥料については計算されません（0 扱いとなります）。 

 

施肥設計入力項目について【解説】 

施肥設計タブ内で入力可能な項目は以下のとおりです。 
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 施用名 -------------------------- 施肥設計を識別するための名称を 30 文字以内で指定しま

す。 

 施用時期 1～8 ---------------- 肥料の施用時期を 10 文字以内で指定します。「4 月中」「5

月下」のように月と旬，または「4 月 20 日頃」のように

記載し，必ず月を入れるようにします。 

 肥料 1～8 ---------------------- 使用する肥料を選択します。ここで選択できる肥料は「肥

料」タブ内で予め登録されているものです。 

 使用量(kg/10a) --------------- 肥料の反当使用量を数値（半角）で指定します。この数値

は施肥計画時に必要量の算定に使用されます。 

 

画面表示されるその他の項目については，上記項目の入力に応じて自動的に更新され

ます。 

 

 N,P,K(kg/10a) ---------------- 指定された施肥設計での成分合計使用量が表示されます。

「肥料」タブにおいて使用した肥料の成分含有率が指定さ

れていない場合その肥料は積算されません。 

 費用(円/10a) ------------------- 指定された施肥設計での反当経費（10a 当たり肥料代）が

積算表示されます。 

 荷姿量/10a --------------------- 指定された肥料の 10a 当たり荷姿単位での使用量が表示

されます。「肥料」タブにおいて指定した肥料の「荷姿」

容量値が入力されていない場合は 0 表示となります。 

 費用/10a ------------------------ 指定された肥料の 10a 当たり経費（肥料代）が表示されま

す。「肥料」タブにおいて指定した肥料の「荷姿」容量値

と「単価」が入力されていない場合は 0 表示となります。 

 

 

・施用情報を追加すると，その設計での肥料成分量，荷姿使用量・費用などが自動的に

計算されます。計算されない場合は，「肥料」タブ内の計算に必要な肥料資材情報項目

「荷姿」「単価」などが未入力となっています。 

・施肥設計では，一つの設計について最大 8 個の肥料を登録できます。使用順に合わせ

て順に登録します。 
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農薬情報を登録する【操作】 

農薬情報の登録では，使用する農薬等の資材情報および防除設計情報をを入力します。 

農薬資材情報を入力する 

農薬情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「農薬・防除設計(N)」ボタンをクリックし「農薬情

報（農薬マスタ）」画面を表示します（図 31）。 

 

 

図 31 農薬データ登録画面 

 

２．「農薬」タブをクリックして表示します（表示されていない場合）。 

３．農薬一覧で，入力・編集するセルをクリックして選択します（反転表示されます）。

追加の場合は一覧最下行の新規行（※印）内のセルを選択します（表示されてい

ない場合はスクロールして表示します）。 

４．「農薬名」など必要な項目を入力します。追加の場合，コード類は自動入力されま

す。 

５．選択している農薬情報（行レコード）を削除するには，画面上部ツールバー内の

「削除」ボタン（ ）を左クリックします。 

６．手順３～５を繰り返して必要な農薬情報を入力・編集します。 

７．すべての編集が終了したらメニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」を選択・実

行して入力データを保存し，画面を閉じます。 

 

農薬情報の入力項目について【解説】 

農薬情報登録画面の入力項目は以下のとおりです（太字は必須項目）。 

 

 FID ------------------------------ システム管理で，自動採番されます。通常編集する必要は

ありません。 
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 農薬コード -------------------- 自動採番されます。必要に応じて（特定の番号からコード

を開始したい場合など）詳細入力欄で変更も可能です。 

 農薬名 -------------------------- 農薬を識別する名称を 30 文字以内で指定します。 

 荷姿 ----------------------------- 1 荷姿当たりの容量数値（半角）を指定します。1 本 350ml

の場合’350’，1 袋 500g の場合’500’など。 

 単位 ----------------------------- 1 荷姿当たりの容量単位文字列を 10 文字以内で指定しま

す。1 本 350ml の場合’ml’，1 袋 500g の場合’g’など。 

 荷姿単位 ----------------------- 1 荷姿当たりの荷姿自体の単位文字列を 10 文字以内で指

定します。1 本 350ml の場合’本’，1 袋 500g の場合’袋’な

ど。 

 単価 ----------------------------- 1 荷姿当たりの価格（単価）を半角数値で指定します。仕

入れ（入庫）単価として使用されます。 

 課税 ----------------------------- 仕入れ時の課税種別を選択します。 

 仕入れ先 ----------------------- 農薬の仕入れ先を農家・顧客マスタに登録された仕入れ先

の中から選択します。予め農家・顧客マスタ上に仕入れ先

情報が登録されている必要があります。 

 倉庫 ----------------------------- 農薬を保管する倉庫（置き場所）を指定します。倉庫は倉

庫マスタからの選択となるので，予め倉庫一覧情報（倉庫

マスタ）を作成しておく必要があります。 

 在庫単価 ----------------------- 在庫単価を入力します（荷姿当たり）。 

 出庫単価 ----------------------- 出庫単価を入力します（荷姿当たり）。 

 JAN ----------------------------- 流通取引，バーコード管理などに使用されるコード（半角

20 文字以内）を指定します。 

 借方科目・借方補助--------- この作物・品種の会計処理に使用される借方科目コード・

同補助コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。この

コードは集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際

に使用されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 貸方科目・貸方補助--------- この作物・品種の会計処理に使用される貸方科目コード・

同補助コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。この

コードは集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際

に使用されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 登録番号，種類，略称，成分，用途，剤型 

農薬取締法に基づく農薬登録情報です。登録番号は付属ツ

ール「農薬 DB 管理：Acdb.exe」が使用する農薬 DB 検索

時の検索キーとして使用されます。 

次に説明する「防除設計」時に農薬登録情報を参照する際

に必要となります。最低限，登録番号だけは入力すること

をお勧めします。 

 

登録番号以降の項目は農薬取締法に基づく情報で，付属ツールの「農薬 DB 管理ツー

ル」を使用して登録できます。 

農薬コードは，使いやすいよう適宜コード体系を定めて，農薬毎に重複の無いよう一

意のコードを割り振り，入力します。 

農薬情報の登録件数に制限はありません（データベースサイズの許す限り）。 
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防除設計情報を入力する 

農薬情報に基づき防除設計情報を作成･登録するには， 

 

１．「農薬情報（農薬マスタ）」画面（図 31）において「防除設計」タブをクリックし

選択表示します（表示されていない場合）。 

 

 

図 32 防除設計画面例 

 

２．左ペインの防除設計一覧で，入力・編集する防除設計のセルをクリックして選択

します（反転表示されます）。追加（新規作成）の場合は一覧最下行の新規行（※

印）内のセルを選択します（表示されていない場合はスクロールして表示します）。 

３．「防除名」を入力します。追加の場合，コード類は自動入力されます。 

４．編集中の「防除名」のセルが選択されている状態で，画面右ペインの「使用農薬

一覧」内のセルを選択します（追加の場合は追加行内のセル）。 

５．使用する農薬の「使用時期」「農薬名」「使用量」などを入力します。 

  （荷姿量，費用などが自動計算されます） 

６．選択している行の使用農薬（行レコード）を削除するには，画面上部「農薬一覧」

ツールバー内の「削除」ボタン（ ）を左クリックします。 

７．手順４～６を繰り返し必要な農薬を登録します。 

８．選択している防除設計（左ペイン設計一覧内の選択行レコード）を削除するには

「防除設計」ツールバー内の「削除」ボタン（ ）を左クリックします。 

（選択中の防除設計と付随する使用農薬一覧が削除されます） 

９．手順２～８を繰り返して必要な防除設計情報を入力・編集します。 

10．すべての編集が終了したらメニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」を選択・実

行して入力データを保存し，画面を閉じます。 

 

防除設計入力項目について【解説】 

「防除設計」タブ内での入力項目は以下のとおりです。 
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 PID ------------------------------ システム管理用連番で，自動採番されます。 

 防除名 -------------------------- 防除設計を識別する名称を 30 文字以内で指定します。 

 費用 ----------------------------- 右ペインで作成された使用農薬リスト（防除設計）に基づ

く反当費用が積算表示されます。 

 確認 ----------------------------- 防除設計の農薬適正使用を確認した場合にチェックしま

す。確認ボタンを使用すると農薬 DB を参照して防除設計

に登録されている農薬の登録情報を表示できます（図 33，

農薬情報に農薬登録番号が正しく入力されている必要が

あります）。 

 確認者 -------------------------- 防除設計の農薬適正使用確認者氏名を入力します。 

 確認日 -------------------------- 防除設計の農薬適正使用確認日を入力します。 

 備考（左ペイン） ----------- 防除設計の任意のメモを入力します（100 字以内）。 

 No. ------------------------------- 農薬追加に伴って使用順が自動採番されます。 

 使用時期 ----------------------- 農薬の使用時期を指定します。「4 月中」「7 月上」「8 月 5

日頃」など。月を指定するようにします。 

 農薬名 -------------------------- 使用する農薬名を選択指定します。この農薬名は「農薬」

タブ内で登録済みの中から選択します（予め登録されてい

る必要があります）。 

 使用量 -------------------------- 農薬（原材・原液）の反当使用量を指定します。 

（使用量を入力すると荷姿使用量や費用が計算されます） 

 荷姿量 -------------------------- 反当使用量に応じて算出された荷姿単位の反当使用量が

表示されます。 

 費用 ----------------------------- 反当使用量に応じて算出された反当経費が表示されます。 

 倍率 ----------------------------- 農薬使用時の希釈倍率を指定します。 

 散布量 -------------------------- 希釈後の反当散布量を指定します。 

 備考（右ペイン） ----------- この農薬使用に関する備考を入力します（100 字以内）。 

 

 

図 33 防除設計（農薬使用）確認画面 
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種苗情報を登録する【操作】 

種苗情報の登録では，その種苗の作物マスタ上での登録状況（作物・品種コード），資

材マスタ上での生産資材としての登録状況（種別・資材コード），その種苗の生産情報（生

産者，生産年，生産地，有効期限，農薬使用履歴など）を入力します。 

種苗情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「資材(G)」ボタンをクリックし「資材情報（資材マス

タ）」画面を表示します（図 36）。 

 

 

図 34 種苗情報登録画面（種苗タブ） 

 

２．「種苗」タブを表示します（表示されていない場合）。 

３．「種苗」タブでは，その種苗の資材マスタ上での種別名・資材名，作物マスタ上で

の作物名・品種名をそれぞれ選択します。資材名，品種名については選択した種

別名，作物名に依存するので先に種別名，作物名を選択してから，それぞれ画面

下部の資材名コンボ，品種名コンボから選択します。 

４．その他の種苗に関する情報（ロット番号，生産地など）を入力します。 

５．「農薬使用」タブを表示します（タブをクリック）。 

６．「農薬使用」タブでは，「種苗」タブで選択されている種苗の農薬使用履歴を入力

します。農薬は農薬マスタに登録されているものの中から選択します。 

７．農薬使用および種苗情報を削除するにはツールバー内の対応する削除ボタン（ ）

をクリックします。 

８．手順２～５を繰り返して必要な種苗情報を入力します。 

９．すべての編集が終了したらメニューから「ファイル(F)」→「閉じる®」を選択・

実行して，入力データを保存します。 
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図 35 種苗情報登録画面（農薬使用タブ） 

 

 

種苗を削除すると付随する農薬情報も削除されます。 

 

種苗情報の入力項目について【解説】 

入力項目は以下のとおりです。 

 

［種苗］タブ 

 ID -------------------------------- システム管理用で自動採番されます。 

 種別名 -------------------------- 種苗の資材マスタ上の種別名を選択します。資材マスタ上

にまだ登録されていない場合は，先に登録してから，再度

種別名を選択します。 

 資材名 -------------------------- 種苗の資材マスタ上の資材名を選択します。資材マスタ上

にまだ登録されていない場合は，先に登録してから，再度

資材名を選択します。 

 作物名 -------------------------- 種苗の作物マスタ上の作物名を選択します。作物マスタ上

に登録されていない場合は先に作物マスタに登録してか

ら，再度その作物名を選択します。 

 品種名 -------------------------- 種苗の作物マスタ上の品種名を選択します。作物マスタ上

に登録されていない場合は先に作物マスタに登録してか

ら，再度その品種名を選択します。 

 ロット No. --------------------- 種苗の生産ロット番号を入力します（30 文字以内）。通常，

種苗生産者からの納品伝票や種子袋等に記載されていま

す。 

 生産地 -------------------------- 種苗の生産地を入力します（30 文字以内）。 
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 発芽率 -------------------------- 種子の発芽率(%値)を入力します（10 文字以内）。 

 有効期限 ----------------------- 種苗の使用有効期限を年月日で入力します。 

 遺伝子組み換え -------------- 遺伝子組み換えの有無を入力します。 

 備考 ----------------------------- 任意のメモを入力します（100 文字以内）。 

 

［農薬使用］タブ 

 SID ------------------------------ システム管理用で自動採番されます。 

 ID -------------------------------- システム管理用で種苗 ID（種苗タブ内の ID）が自動的に

入ります。 

 使用農薬名 -------------------- 種苗に使用されている農薬名を農薬マスタから選択入力

します。農薬マスタに該当農薬が登録されていない場合は

先に農薬マスタ上にその農薬を登録してから，再度その農

薬名を選択入力します。 

使用農薬は通常種苗生産者（仕入れ先）からの納品伝票，

種苗生産報告書等に記載されています。 

 使用量 -------------------------- 農薬の使用量を入力します。 

 使用回数 ----------------------- 農薬の使用回数を入力します。 

 備考 ----------------------------- 任意のメモを入力します（100 文字以内） 

 

 

種苗情報の登録では，作物マスタ（p.27）および資材マスタ（p.54）を参照するので，

あらかじめこれらのマスタ上に該当するデータが登録されている必要があります。 

 

 

〔メモ〕 
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資材情報の登録【操作】 

資材情報の登録では，種子・種苗や燃料，各種生産資材など，肥料・農薬以外の農用

資材情報を入力します。 

その他資材情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「資材(G)」ボタンをクリックし「資材情報（資材マス

タ）」画面を表示します（図 36）。 

 

 

図 36 資材情報登録画面（資材種別タブ） 

 

２．画面左側の「資材種別名」一覧では，資材の種別名を入力します。「種別コード」

は自動採番されるので通常は種別名を入力します。なお，種別名を入力しただけ

では不十分で，その種別に属する資材情報（右画面）を必ず入力する必要があり

ます。 

３．画面右側の「資材情報」一覧では，資材種別一覧で現在選択されている資材種別

に属する資材の情報を登録します。 

資材情報を入力・編集しようとする行・セルを左クリックして選択します（反転

表示されます）。追加の場合は一覧最下行の新規行（※印）を選択します（表示さ

れていない場合はスクロールして表示します）。 

４．「資材名」など必要な項目を入力します。追加の場合，資材コードは自動採番入力

されますが，必要に応じて変更することもできます。 

５．選択している資材情報（行レコード）を削除するには，画面上部ツールバー内の

「削除」ボタン（ ）を左クリックします。 

６．手順３～５を繰り返して必要な資材情報を入力・編集します。 

７．資材種別一覧に戻り，別の資材種別についても選択後，同様に編集します。 

８．すべての編集が終了したらメニューから「ファイル(F)」→「閉じる(C)」を選択・

実行して入力データを保存し，画面を閉じます。 
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資材情報の入力項目について【解説】 

入力項目は以下のようになっています。 

 

 種別コード -------------------- 資材種別ごとのコード番号（整数値）を指定します。自動

採番されるので通常指定する必要はありません。 

 種別名 -------------------------- 種別名を 30 文字以内で指定します 

（以上は資材種別一覧上で入力） 

 資材コード -------------------- 資材ごとのコード番号（整数値）を指定します。自動採番

されるので通常指定する必要はありません。 

 資材名 -------------------------- 資材名を 30 文字以内で指定します。 

 荷姿（単位量） -------------- 資材の荷姿（取り扱い単位量）を指定します。1 袋 20kg

の肥料の場合，”20”が荷姿単位量です。 

 単位 ----------------------------- 荷姿単位量の単位文字列を半角英数字 10 文字以内で指定

します。1 袋 20kg の肥料の場合，”kg”が荷姿単位量の単

位文字列です。 

 荷姿単位 ----------------------- 荷姿の単位文字列を 10 文字以内で指定します。1 袋 20kg

の肥料の場合，”袋”が荷姿の単位文字列です。 

 単価 ----------------------------- 荷姿当たりの単価を指定します。仕入れ（入庫）単価とし

て使用されます。 

 課税 ----------------------------- 資材仕入れ取引時の課税種別を選択します。 

 仕入れ先 ----------------------- 資材の仕入れ先を農家・顧客マスタに登録された仕入れ先

の中から選択します。予め農家・顧客マスタ上に仕入れ先

情報が登録されている必要があります。 

 倉庫 ----------------------------- 資材を保管する倉庫（置き場所）を指定します。倉庫は倉

庫一覧情報（倉庫マスタ）から選択するので，予め倉庫マ

スタを登録しておく必要があります。 

 在庫単価 ----------------------- 在庫単価を入力します。 

 出庫単価 ----------------------- 出庫単価を入力します。販売単価として使用されます。 

 JAN ----------------------------- 流通取引，バーコード管理などに使用されるコード（半角

20 文字以内）を指定します。 

 借方科目・借方補助--------- この資材の会計処理に使用される借方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 貸方科目・貸方補助--------- この資材の会計処理に使用される貸方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 耐用年数 ----------------------- 資材の耐用年数を指定します。 

 備考 ----------------------------- 任意のメモを 100 文字以内で指定します。 

 

資材情報の登録件数に制限はありません（データベースサイズの許す限り）。 
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作業時間情報の登録 

作業時間情報とは？【概略】 

作業時間情報は，本システムの中核である「作業計画管理プログラム」において，作

付によってどの程度の作業時間が必要になるかを見積もったり，転作で作付変更した場

合の作業時間変化を計算したりする際の基礎値として使用されます。 

作業時間の入力では，作物・品種毎に旬別単位で 10 アール当たり作業時間を入力して

いきます。もちろん，作物や品種によって，また作付時期や作業体系によっても作業時

期が少しずつ異なってくるので，おおよその目安として入力します。 

なお，作業時間の登録は，登録済みの作物・品種毎に行いますので，事前に作業時間

を登録したい作物・品種情報の登録（p.27）を済ませておきます。 

作業時間情報を登録する【操作】 

作業時間情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「作業時間(T)」ボタンを左クリックして「旬別作業時

間情報」画面を表示します（図 37）。 

 

 

図 37 作業時間登録画面 

 

２．「作物」・「品種」コンボボックスを操作して，旬別作業時間を設定する作物・品種

を選択します（図 38）。 

 

 

図 38 作物・品種の選択画面 



 

－57－ 

 

３．作業時間を入力する月・旬のセルを左クリックして選択します（図 39）。 

 

 

図 39 旬別作業時間の入力画面 

 

４．選択した作物・品種の該当する月・旬における 10 アール当たりの作業時間を時間

単位（1 時間未満は小数）で入力します。 

５．手順３～４を繰り返し，必要な作業時間情報を入力します。 

６．手順２～４を繰り返し，別の作物・品種に対しても同様に入力します。 

７．必要に応じて，別品種で設定済みの作業時間情報を複写入力します。 

８．必要なすべての作業時間の入力が終了したら，メニューから「ファイル(F)」→「終

了(X)」を選択・実行して入力データを保存し，画面を閉じます。 

 

作業時間情報の登録について【解説】 

作業時間は作物・品種・旬毎に入力します。 

作業が無い時期や，作業時間集計を必要としない作物・品種については入力の必要は

ありません。 

同一作物であれば，すでに入力済みの別品種での設定を複写入力することも可能です。 
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土地台帳入力項目の登録 

土地台帳入力項目とは？【概略】 

土地台帳入力項目の登録では，「作業計画管理プログラム」で管理する主要 6 台帳の一

つである「土地台帳」において，各圃場について入力する項目の項目名とその選択肢項

目を登録します。 

選択肢を登録可能な土地台帳の管理項目は，賃貸借権設定，土地利用計画，土壌，用

水，排水，水系，傾斜度，作業難易などです。これらの項目毎に，項目名と入力可能な

選択肢項目名を登録します。図 41 では，賃貸借権設定について入力可能な選択肢として，

「永年小作」，「農地法貸借権」，「利用増進法使用貸借」などが登録されています。 

各項目の実態に応じて，適宜必要な選択肢を登録しておけば，実際に土地台帳で圃場

毎の情報を入力する際に，これらの選択肢が表示されて選択入力できるようになります

（→作業計画管理ガイド参照）。 

土地台帳で利用可能な管理項目は 10 項目あります。選択肢形式での設定が可能であれ

ば，これらの管理項目自体を既定以外の全く別の管理項目に変更して使用することも可

能です。 

土地台帳入力項目を登録する【操作】 

土地台帳入力項目を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「入力項目(I)」ボタンを左クリックして「入力項目（選

択肢）情報」画面を表示します。 

２．「要因名編集」タブでは入力項目名（要因名）を 20 文字以内で編集します。 

 

 
図 40 入力項目「要因名」編集画面 

 

３．「詳細（要因毎選択肢）編集」タブでは，最初に「要因名」コンボボックスから選

択肢を編集しようとする要因名を選択します（図 41）。 
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４．画面中央の選択肢一覧から編集する選択肢情報（行・セル）を左クリックして選

択します。 

５．「詳細名」欄（セル）に選択肢に表示される内容を 20 文字以内で指定します。こ

の際，図中の”0-“のように内容名に先行する数字を入力しておくと，土地台帳入力

時にこの数字で項目が選択できるようになるため便利です。 

６．不要な選択肢については以下空欄とします。 

 

 

図 41 土地台帳入力項目登録画面 

 

７．手順３～６を繰り返して必要な選択肢情報を入力します。 

８．手順２～６を繰り返して，他の要因についても同様に編集します。 

９．編集できたら，メニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行して入力したデ

ータを保存し，画面を閉じます。 

 

土地台帳入力項目の登録について【解説】 

土地台帳入力項目（要因）は 10 項目に固定されています。既定の要因名は「賃貸借権

設定」「土地利用計画」「土地基盤整備」「土壌」「用水」「排水」「水系」「傾斜度」「作業

難易」「地目」となっています。いずれも各要因内で選択項目を登録できます。 

11 番目の入力項目（要因）は作付台帳で使用される「品質（等級）」項目です。 

各入力項目（要因）の選択肢は最大 19 項目（固定）まで指定できます。「詳細コード」

0 から（画面上から）順に指定し，使用しない選択肢項目は空欄にします。 

要因名および選択項目名（詳細名）はどちらも 20 文字以内で指定します。 
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土壌成分管理項目の登録 

土壌成分管理項目とは？【概略】 

土壌成分管理項目では，作物ごとに管理すべき圃場土壌成分項目とその目標値を登録

管理します（最大 20 項目まで）。 

作業計画管理プログラムでは，ここで設定した土壌成分項目の各目標値に対して，圃

場の土壌成分状況がどうなっているかをレーダチャート等で視覚的に判断できるように

なっています。この際の目安として，ここで登録する土壌成分項目とその目標値が使用

されます。 

土壌成分管理項目を登録する【操作】 

土壌成分管理項目を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「土壌成分目標値(S)」ボタンを左クリックして以下の

「土壌成分目標値」画面を表示します（図 42）。 

 

 

図 42 土壌成分目標値登録画面 

 

２．はじめに「作物名」コンボボックスから対象となる作物を選択します。 

３．選択作物に応じて管理しようとする土壌成分項目の名称，目標値，成分値の単位

文字列，データをマップ表示する際の階級値（階級最大値と階級幅値）などをそ

れぞれ入力します。 

４．手順２～３を繰り返して，土壌成分管理項目を登録する作物について入力を繰り

返します。 

５．必要な編集が終了したら，メニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行して

入力したデータを保存し，画面を閉じます。 
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入力項目について【解説】 

 

 FID ------------------------------ システム管理用で自動採番されます。編集する必要はあり

ません。 

 作物コード -------------------- 「作物名」コンボで選択した作物のコードが自動挿入され

ます。 

 項目コード -------------------- 選択された作物に対する土壌管理項目コードで，システム

により自動採番されます。通常，編集する必要はありませ

ん。 

 管理項目名 -------------------- 管理しようとする土壌成分名を 20 文字以内で入力します

（必須入力）。 

 目標値 -------------------------- この土壌成分名の選択作物に対する目標値を数値入力し

ます。 

 単位 ----------------------------- 目標値（土壌成分値）の単位文字列を 10 文字以内で指定

します。 

 階級最大値 -------------------- 圃場ごとにこの土壌成分値をマップ表示する際の表示階

級最大値を指定します。 

 階級幅値 ----------------------- 圃場ごとにこの土壌成分値をマップ表示する際の表示階

級幅（刻み幅）値を指定します。 

 

 

１）土壌成分管理項目は作物ごとに登録します。そのため，予め作物マスタ（p.27）に

対象となる作物が登録されている必要があります。 

２）土壌成分管理項目の登録自体は無制限にできますが，計画管理プログラムにおいて

土壌台帳に入力できるのは作物ごとに最初の 20 項目までとなっています。 

 

 

［既定項目を挿入］ボタンをクリックすると，システムで予め用意されている 10 項目

の土壌成分管理項目が挿入されます。 

その既定 10 項目は以下のとおりです。残りの 10 項目は「予備」となります。 

 

石灰，苦土，加里，燐酸，珪酸，鉄分，腐植，pH，EC，CEC 
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生育管理項目の登録 

生育管理項目とは？【概要】 

「生育管理項目」とは，栽培作物の日々の生長記録データ，すなわち，稲の草丈，分

げつ数，出穂日・・・，また，日々の天候状況など，日誌的に記録する項目のことです。 

本システムでは，「生育管理台帳」（作業計画管理ガイド参照）に任意の生育管理項目

データを登録して管理できます。その際の管理項目名，データ型，単位文字列などを登

録管理するのが「生育管理項目マスタ」です。 

生育管理項目は作物ごとに登録するので，予め作物マスタに管理対象となる作物が登

録されていなければなりません。 

生育管理項目を登録する【操作】 

生育管理項目を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「生育管理項目(G)」ボタンを左クリックして，以下の

「生育管理情報（生育マスタ）」編集画面を表示します（図 43）。 

 

 

図 43 生育管理項目編集画面例 

 

２．最初にツールバー内の作物選択コンボを操作して管理対象の作物を選択します（上

記画面では「水稲」が選択されています）。 

３．「項目」タブをクリックして選択表示します。 

４．編集するセルをクリックして選択し，「項目名」，「データ型」，「単位」，「備考（任

意のメモ）」を指定します。 

５．新しい管理項目を追加する場合は最下行（’※’印）内のセルをクリック選択して必

要項目を入力します。 
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６．データ型が’S’（選択肢項目）の場合は「（項目名）選択肢」タブをクリックして選

択肢入力タブを表示し，選択肢項目を入力します。 

 

 

図 44 生育管理選択肢入力画面例 

 

７．手順３～６を繰り返して必要な生育管理項目を入力します。 

８．入力できたらメニューから「ファイル(F)」→「閉じる(C)」を実行して入力したデ

ータを保存し，編集画面を閉じます。 

 

生育管理項目情報の入力について【解説】 

入力する項目は以下のとおりです。 

 

 作物コード -------------------- 選択された作物に応じて自動入力されます。 

 項目コード -------------------- 自動採番されます。 

 項目名 -------------------------- 生育管理項目の名称を 20 文字以内で指定します。 

 データ型 ----------------------- 生育管理項目のデータ型を半角 1 文字（CNFDLS のいず

れか 1 文字）で指定します。 

 単位 ----------------------------- データの単位文字列を 15 文字以内で指定します。 

 選択肢コード ----------------- データ型が’S’（選択肢）の場合に自動採番されます。 

 選択肢 -------------------------- データ型が’S’（選択肢）の場合の選択肢（表示される文字

列）を 20 文字以内で指定します。 

 

データ型に指定する文字（1 文字）は，’C’：文字列，’N’：整数（小数なし），’F’：実数

（小数点付き）’D’：日付，’L’：論理（True/False），’S’：選択肢の 6 種類となっています。 
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低収要因の登録 

低収要因とは？【概略】 

低収要因の登録では，圃場毎の収穫物の収量・品質データと組み合わせて目標値との

比較から低収量となった原因を分析し，圃場図上に表示する際の項目を登録します。一

般に，低収となった要因には，たとえば，生育，倒伏，降雨・日射，風水害，施肥（肥

効），病虫害（薬効）などが考えられます。これらの項目（要因）を登録し，さらにその

項目毎にその項目がどういう状況（実績）であったかを示す選択肢を登録します。 

たとえば，要因が生育の場合は，良好・普通・不良などを，要因が倒伏の場合は，な

し・軽微・中程度・重程度・全面（激甚）などを入力します。 

本システムでは，圃場毎にこれらのデータを入力・画面表示して，低収となった要因

分析や次回作の設計に役立てます。 

低収要因は，最大 5 項目（固定）まで登録できます。 

低収要因を登録する【操作】 

低収要因を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「低収要因(L)」ボタンを左クリックして，以下の「低

収要因情報」画面を表示します（図 45）。 

 

 

図 45 低収要因登録画面 

（最初に「要因名」タブが選択表示されます） 

 

２．「要因名」タブを選択表示します（選択表示されていない場合）。 

３．画面左側の要因一覧（5 項目固定）で編集したい要因名セルを選択し，要因名を

50 文字以内で入力します。 

４．要因名の編集が終わったら，画面右側の「要因名更新」ボタンを左クリックしま

す（要因名が保存更新されます）。 
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５．「要因毎の詳細内容」タブを左クリックし選択表示します（図 46）。 

 

 

図 46 低収要因登録画面 

 

６．画面上部ツールバー内のコンボボックスで，編集する要因名を選択します（この

時，選択された要因の内容（選択肢項目）が一覧表示されます）。 

７．画面左側の内容一覧で，編集する内容情報欄（行・セル）を左クリックして選択

し，「内容コード」と「内容名」（50 文字以内）をそれぞれ入力します。 

８．手順７を繰り返して，必要な低収要因内容（選択肢項目）を入力します（最大 20

項目まで）。 

９．手順６～８を繰り返して，すべての低収要因について要因内容（要因毎の選択肢

項目）を入力します。 

10．入力が終わったら，メニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行して入力内

容を保存し，画面を閉じます。 

 

要因コードは 1~5 の整数値で，内容コードは 1～20 の整数値で指定します。 

要因名・内容名はそれぞれ 50 文字以内で指定します。 
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オペレータ情報の登録 

オペレータ情報とは？【概略】 

オペレータの登録では，実際に作業する農家や雇用作業者の情報を登録します。オペ

レータ情報は，作業計画管理プログラムの栽培（作業）台帳において，作業担当者名と

して使用され，作業予定・実績表や当日の作業指示／報告書など労務管理に必要な情報

です。登録可能件数に制限はありません。 

オペレータ情報を登録する【操作】 

オペレータ情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「オペレータ(O)」ボタンを左クリックして「作業者情

報（オペレータマスタ）」画面を表示します（図 47）。 

 

 

図 47 オペレータ情報登録画面 

 

２．一覧の入力したいオペレータ情報の欄（行・セル）を左クリックして選択します。

追加する場合は，最下行の新規行（※印）を選択します（この時，コード類は自

動入力されます）。新規行が表示されていない場合はスクロールして表示します。 

３．オペレータ名（OP 名）を入力します。オペレータコード（OP コード）も必要に

応じて編集します。その他の項目についても必要に応じて編集します。 

４．入力後，Enter キー，または方向キーを押して，次の入力欄に移動します。 

５．オペレータ情報を削除するには，予めその情報（行レコード）を選択した状態で，

画面上部ツールバー内の削除ボタン（ ）を左クリックします。 

６．手順２～５を繰り返して，必要なオペレータ情報を入力します。 

７．入力できたら，画面左上のメニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行して，

管理ファイルに保存し，初期設定画面（図 17）に戻ります。 
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作業者情報として入力可能な項目は以下のとおりです（太字は必須項目）。 

 

 FID ------------------------------ システムが作業者情報を管理するために使用するコード。

1 以上の整数値が自動採番されます。通常，編集する必要

はありません。 

 OP コード --------------------- 作業者を識別するためのコード。1 以上の整数値を指定し

ます。作業者情報追加時には+1ずつ自動採番されますが，

直接編集もできます。ただし，ユニークな（重複のない）

番号を指定しなければなりません。 

 氏名 ----------------------------- 作業者の名前を 20 文字以内で指定します（必須入力）。 

 フリガナ ----------------------- 作業者名のフリガナを 20 文字以内で指定します。 

 データフォルダ -------------- 作業者の付随する外部データファイルを保存するフォル

ダパスを指定します。右隣セルの［…］ボタンをクリック

してフォルダ参照指定も可能です。 

 〒（郵便番号） -------------- 作業者の連絡先郵便番号を”###-####”形式で指定します。 

 住所 ----------------------------- 作業者連絡先住所を 50 文字以内で指定します。画面下部

の将来入力欄「連絡先」タブ内では，郵便番号を参照して

住所入力することも可能です（［→］ボタン）。 

 TEL，FAX -------------------- 作業者連絡先電話・FAX 番号を半角 16 文字以内で指定し

ます。 

 E-mail -------------------------- 作業者連絡先E-mailアドレスを半角 40文字以内で指定し

ます。 

 生年月日 ----------------------- 作業者の生年月日を西暦年の”yyyy/MM/dd”形式で指定し

ます。 

 年齢 ----------------------------- 作業者の年齢を指定します。 

 単価 ----------------------------- 作業者の時給（円/h）を指定します。 

 JAN ----------------------------- 作業者に付与する 20 桁以内のインストアコードなど，主

にバーコード利用を前提としたコードを入力します。 

 特記事項 ----------------------- 作業者についての任意の事項を最大 3項目まで各 100文字

以内で指定します。 

 

OP コードと作業者氏名は必ず入力します。 

その他の項目は任意です。 

給与情報を管理する【概説】  

本システムでは作業者の給与管理サブシステムが用意されています。 

作業者情報編集画面（図 47）において，現在選択中の作業者に対してツールバー内の

［給与マスタ］ボタンをクリックすると，次ページような「給与マスタ登録」画面が表

示されます。 

以下，画面指示およびヘルプを参考にしながら給与マスタ登録を行います。 

 

 

現在，給与マスタ操作ガイド（取説）は用意されていません。ヘルプを参考にしてく

ださい。 
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(a) 「給与基本情報」画面        (b) 「支給・控除」画面 

  

(c) 「社会保険」画面        (d) 「所得税・住民税」画面 

  

(e) 「会社負担」画面           (f) 「家族」画面 

図 48 給与マスタ管理画面 
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地区情報の登録 

地区情報とは？【概略】 

地区情報は，作業計画管理プログラムの土地台帳において，各圃場が所属する地域の

指定，土壌台帳の地区別比較表示などで使用されます。 

地区情報は，地区－地区細分の 2 段階構造となっていますので，たとえば，大字－小

字といった地区管理が可能です。 

地区情報を登録する【操作】 

地区情報を入力するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「地区(B)」ボタンを左クリックして，以下の「地区情

報（地区マスタ）」画面を表示します（図 49）。 

 

 
図 49 地区コードの登録画面 

（地図／地区詳細の 2 段階で入力できます） 

 

２．画面左側の「地区名」一覧で，編集する地区情報欄（行・セル）を左クリックし

て選択します。追加する場合は最下行の新規行（※印付き）を選択します。 

３．地区コードおよび地区名を入力・編集します。 

４．入力後，Enter キーまたは矢印キーを押して，次の地区名欄に移動します。マウ

スで別のセルを直接選択しても構いません。 

５．地区情報を削除するには，予め削除したい地区情報（の行レコード）を選択した

上で，画面情報ツールバー内の削除ボタン（ ）を左クリックします。 

６．手順２～５を繰り返して，必要な地区コード・地区名をすべて入力します。 

７．必要に応じて，現在選択中の地区に対して，画面右側の「（地区）細分名」一覧に

移動して，地区詳細（地区細分名）も入力します。操作方法は地区の場合と同様

です。 
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８．すべて入力・編集できたら，画面左上のメニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」

を実行して，管理ファイルに保存し，初期設定画面（図 17）に戻ります。 

 

入力可能な項目は以下のとおりです。 

 

 FID ------------------------------ システムが地区情報を管理するために使用する通し番号

です。1 以上の整数値を指定します。通常，地区情報を追

加する度に自動採番されるので編集の必要はありません。 

 地区コード -------------------- 地区を識別するためのコードを 1 以上の整数値（半角）で

指定します。自動採番されるので，特に編集する必要はあ

りません。 

 地区名 -------------------------- 地区名を 20 文字以内で指定します（必須入力）。 

 細分コード -------------------- 地区細分を識別するためのコードを 1以上の整数値（半角）

で指定します。自動採番されるので，特に編集する必要は

ありません。 

 地区細分名 -------------------- 地区詳細名を 40 文字以内で指定します。 

 

地区情報を指定する際は，「地区（大字など）」一覧内の地区コード・地区名を必ず指

定します。一方，「地区詳細」は「地区」に所属するので，必要に応じて入力します。す

べての地区において地区細分情報を入力しなければならないわけではありません。しか

し，地区を指定せずに地区細分だけを指定することはできません。 
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水域情報の登録【操作】 

水域情報は，用水路（水系）や水門・樋で区切られた灌漑時の最小単位となる配水エ

リア，および各エリアの既定配水時間（配水パターン）についての情報です。 

この水域情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「水域(K)」ボタンを左クリックして，以下の「水域情

報（水域マスタ）」画面を表示します（図 50）。 

（既定では「水域」タブが選択表示されています） 

 

 
図 50 水域情報の登録画面 

 

２．水域タブ内の水域一覧で，入力・編集する行・セルを左クリックして選択します

（反転表示されます）。追加の場合は一覧最下行の新規行（※印）を選択します（表

示されていない場合はスクロールして表示します）。 

３．「水域名」など必要な項目を入力します。追加の場合，水域コードは自動入力され

ますが，必要に応じて編集もできます。既定配水開始時刻～終了時刻については，

画面下方の詳細編集欄において既定配水時間マスタから選択入力することも可能

です。配水マスタ入力については手順６～７を実行します。 

４．選択している水域情報（行レコード）を削除するには，画面上部ツールバー内の

「削除」ボタン（ ）を左クリックします。 

５．手順２～４を繰り返して必要な水域情報を入力・編集します。 

６．既定配水時間（配水パターンマスタ）を編集するには「配水時間」タブをクリッ

クします（図 51）。 

７．配水時刻は時間単位で入力します。1 時間未満（分）は小数点での入力です。たと

えば，8 時 30 分は”8.5”，13 時 15 分は”13.25”と入力します。 

８．すべての編集が終了したらメニューから「ファイル(F)」→「閉じる(C)」を選択・

実行して，入力データを保存します。 
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図 51 既定配水時間（配水マスタ）入力画面 

 

水域情報の入力項目について【解説】 

入力項目は，水域コード（自動採番），水域名（30 文字以内），既定配水開始～終了時

刻，水系名（30 文字以内），上・下流樋門名（20 文字以内），管理者名（20 文字以内），

同連絡先（30 文字以内），備考（100 文字以内）の 7 項目です。水域コードと水域名は

必須入力です。 

水域情報は 20 件まで登録できます（データベース上は制限ありませんが，作業計画管

理プログラムでは先頭の 20 件を使用します）。 

既定配水時間については，開始時刻と終了時刻を時間単位（1 時間未満は小数点）で入

力します。 

水域ごとの既定配水時間（開始～終了）については，直接入力することも，配水時間

マスタから選択入力することも可能です。 
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利用権・小作料の登録 

利用権・小作料とは？【概略】 

利用権・小作料の登録では，圃場の利用権設定などに伴う設定期間と単位面積当たり

の小作料金設定を登録します。小作料金については，設定期間や圃場条件，作業性など

を考慮して多段階の料金設定を行うことができます。ここで登録した利用権・小作料設

定は，作業計画管理プログラムの土地台帳において利用権・小作料ランクとして圃場毎

に指定でき，耕作面積に応じた小作料などが算出されます。 

利用権・小作料を登録する【操作】 

利用権・小作料を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「利用権・小作料(P)」ボタンを左クリックして，以下

の「小作料金情報（小作マスタ）」画面を表示します（図 52）。 

 

 

図 52 利用権・小作料金の登録画面 

（最初に「期間設定」タブが表示されます） 

 

２．「期間設定」タブを選択します（表示されていない場合）。 

３．期間設定一覧において編集するセルを選択しながら「期間コード」，「期間開始日」，

「期間終了日」をそれぞれ入力します。新規追加の場合，「期間コード」は自動入

力されますが直接編集することもできます。 

４．手順 3 を繰り返し，必要な設定期間を入力します。 

５．次に，圃場条件（面積）等に応じた小作料金設定を編集するために「料金設定」

タブをクリックし表示します（図 53）。 

６．料金設定一覧において，課金対象となる単位面積項目（単価基準・面積範囲）な
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どを順次該当セルに入力します。 

７．手順 6 を繰り返し，必要な料金設定を入力します。 

８．すべての入力を終えたら，画面左上のメニューから「ファイル(F)」→「終了(X)」

を実行して入力内容を保存し，初期設定画面（図 17）に戻ります。 

 

 

図 53 料金設定画面 

 

利用権・小作料情報の入力では，期間と料金に分けてそれぞれを独立に入力します。 

利用権設定期間タブでは，期間コード（半角 A から始まるアルファベット 1 文字）と

期間開始～終了日をそれぞれお西暦”yyyy/MM/dd”の形式で指定します。 

料金設定タブでは，1 以上の整数値からなる料金コード（自動採番されます）と単位当

たりの料金，課金単位となる面積範囲を指定します。 

利用権・小作料ランク文字（たとえば，”C1”, “B3”, “A2”など）は期間コードと料金コ

ードを組み合わせて，作業計画管理の土地台帳上に登録します（→計画管理ガイド）。 
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品質管理項目の登録【操作】 

品質管理項目の登録では，作物（収穫物）を製品として出荷する段階での品質管理項

目を作物ごとに登録します。 

品質項目情報（品質項目コード，品質項目名など）を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「品質項目(Q)」ボタンを左クリックし，以下の「品質

項目情報（品質マスタ）」画面を表示します（図 54）。 

 

 
図 54 品質管理項目（品質マスタ）編集画面 

 

２．最初に品質管理の対象となる作物をツールバー直下の「作物名」コンボボックス

で選択します（この時，品質項目一覧の表示が更新されます）。 

３．品質項目一覧内で登録・編集したい行・セルを選択します。追加の場合は最下行

にある新規行（※印）を左クリックして選択します。表示されていない場合はス

クロールして表示してから選択します。 

４．品質項目名，単位，開始値，間隔値を入力します。追加の場合，品質項目コード

などは自動入力されます。 

５．選択している品質項目（一覧内の行）を削除するには画面上部ツールバー内の「削

除」ボタン（ ）を左クリックします。 

６．手順２～５を繰り返して，すべての作物について必要な品質管理項目を入力・編

集します。 

７．編集が終了したら，「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行して入力データを保存し，

画面を閉じます。 

 

 

品質管理項目の登録自体は無制限にできますが，計画管理プログラムの品質台帳管理
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では作物ごとに最初の 20 項目までを使用します。 

 

品質項目情報登録について【解説】 

品質項目情報の登録は，登録済みの作物毎に行いますので，作物情報を登録していな

い場合は，先に作物情報を登録しておきます（p.27）。 

ここで登録する品質項目名は，生産出荷台帳において品質データを入力する際の品質

項目名として使用されます。 

品質項目コード（自動採番されます）と品質項目名は必ず入力する必要があります。

単位については必要に応じて入力してください。 

以下では，入力・編集可能な各項目について説明します。 

 

 HID ----------------------------- システムが品質項目情報を管理するためのコードです。作

業情報を追加する度に自動的に採番されていきますので，

特に変更する必要はありません。 

 作物コード -------------------- 現在編集している品質項目が対象としている作物のコー

ドです。このコードは作物・品種マスタで予め指定されて

いるもので，作物名コンボボックス（図 54）で選択されて

いる作物のコードが入力・表示されます。 

 品質項目コード -------------- 品質項目情報を識別するためのコードを 1以上の整数値で

指定します。作業情報を追加する度に自動採番されるので，

特に変更する必要はありません。特定の番号から始まるコ

ードを指定したい場合などは直接編集することもできま

す。 

 品質項目名 -------------------- 品質項目名を 20 文字以内で指定します（必須入力）。 

 単位 ----------------------------- 品質項目の単位を表す文字列を指定します。 

 開始値 -------------------------- 品質項目をマップ表示する際の階級開始値を指定します。 

 間隔値 -------------------------- 品質項目をマップ表示する際の階級幅を指定します。正値

で降順，負値で昇順となります。例えば開始値 100，階級

幅 10 の場合，階級は 100～90，90～80・・・となります。

開始値 1，階級幅-1 の場合，階級は 1～2，2～3・・・と

なります。 

 

品質項目情報入力では，品質項目コードと品質項目名は必ず指定します。 

登録可能な品質管理項目は，その値が数値表現されるものに限られます。これは生産

出荷台帳における品質データがすべて数値データとして管理されているためです。その

ため，等級などを表す際に用いられる「秀」「優」「良」などをデータとして入力するこ

とができませんので注意して下さい。こういった場合は，等級ランクを数値に置き換え

て品質データを管理するなどの工夫をします。 

開始値・間隔値は，作業計画管理の品質マップ表示時の品質項目ごとの階級として使

用されます。階級は開始値～（開始値－間隔値），（開始値－間隔値）～（開始値－2*間

隔値），（開始値－2*間隔値）～（開始値－3*間隔値）・・・となります。したがって，間

隔値に正値を指定した場合，階級は降順に，負値を指定した場合は昇順になります。 
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出荷形態の登録【操作】 

製品出荷形態の登録では，作物（収穫物）を製品として出荷する段階での製品形態情

報を作物ごとに登録します。 

出荷形態情報（出荷形態コード，出荷形態名など）を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「出荷形態(Y)」ボタンを左クリックし，以下の「出荷

形態情報（出荷形態マスタ）」画面を表示します（図 55）。 

 

 
図 55 出荷形態登録画面 

 

２．最初に出荷対象となる作物をツールバー直下の「作物名」コンボボックスで選択

します（この時，出荷形態一覧の表示が更新されます）。 

３．出荷形態一覧内で登録・編集したい行・セルを選択します。追加の場合は最下行

にある新規行（※印）を左クリックして選択します。表示されていない場合はス

クロールして表示してから選択します。 

４．出荷形態名，容量，単位を入力します。追加の場合，出荷形態コードなどは自動

的に入力されます。収量合算については，その製品（出荷形態）を収量積算に含

める（チェックする）か含めないか（チェックしない）を選択します。 

５．選択している出荷形態情報（一覧内の行）を削除するには画面上部ツールバー内

の「削除」ボタン（ ）を左クリックします。 

６．手順２～５を繰り返して，すべての作物について必要な出荷形態情報を入力・編

集します。 

７．編集が終了したら，「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行して入力データを保存し，

画面を閉じます。 
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出荷形態情報登録について【解説】 

出荷形態情報の登録は，登録済みの作物毎に行いますので，作物情報を登録していな

い場合は，先に作物情報を登録しておきます（p.27）。 

ここで登録する出荷形態名は，生産出荷台帳において製品荷姿ごとの製品データや出

荷状況データを入力する際の出荷形態（製品荷姿）名（選択肢）として使用されます。 

出荷形態コード（自動採番されます）と出荷形態名は必ず入力する必要があります。

容量，単位については必要に応じて入力してください。 

以下では，入力・編集可能な各項目について説明します。 

 

 FID ------------------------------ システムが出荷形態情報を管理するためのコードです。出

荷形態情報を追加する度に自動的に採番されていきます

ので，特に変更する必要はありません。 

 作物コード -------------------- 現在編集している出荷形態が対象としている作物のコー

ドです。このコードは作物・品種マスタで予め指定されて

いるもので，作物名コンボボックス（図 55）で選択されて

いる作物のコードが入力・表示されます。 

 形態コード -------------------- 出荷形態情報を識別するためのコードを 1以上の整数値で

指定します。出荷形態情報を追加する度に自動採番される

ので，特に変更する必要はありません。特定の番号から始

まるコードを指定したい場合などは直接編集することも

できます。 

 出荷形態名 -------------------- 品質項目名を 20 文字以内で指定します（必須入力）。 

 容量 ----------------------------- 出荷形態 1 個当たりの容量（または重量など）を数値で指

定します。 

 単位 ----------------------------- 出荷形態 1 個当たりの容量（または重量など）の単位を表

す文字列を指定します（10 字以内）。 

 荷姿単位 ----------------------- 荷姿（出荷形態）の単位文字列を指定します（10 字以内）。 

 収量合算 ----------------------- 出荷形態を収量集計に含めるか否かを指定します。これに

より計画管理の生産出荷台帳において，等級外などの正規

製品にならない出荷形態を収量集計から外すことができ

ます。 

 

出荷形態情報入力では，出荷形態コードと出荷形態名を必ず指定します（必須入力項

目）。その他は必要に応じて指定します。 
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商品情報の登録 

商品情報の登録では，種苗ロットや収穫ロットの生産出荷工程で製品（出荷される）

として登録される商品情報を入力します。 

商品情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「商品(Z)」ボタンをクリックし「商品情報（商品マス

タ）」画面を表示します（図 56）。 

 

 

図 56 商品情報登録画面（商品種別タブ） 

 

２．画面左側の「商品種別」一覧では商品の「種別名」を入力します。「種別コード」

は自動採番されるので通常は種別名を入力します。なお，種別名を入力しただけ

では不十分で，引き続いてその種別に属する商品情報を入力する必要があります。 

３．画面右側の「商品情報」一覧では，商品種別一覧で選択されている商品種別に所

属する商品を登録します。 

商品情報を入力・編集する行・セルを左クリックして選択します（反転表示され

ます）。追加の場合は一覧最下行の新規行（※印）を選択します（表示されていな

い場合はスクロールして表示します）。 

４．「商品名」など必要な項目を入力します。追加の場合，商品コードは自動採番され

ますが，必要に応じて変更することもできます。 

５．選択している商品情報（行レコード）を削除するには，画面上部ツールバー内の

「削除」ボタン（ ）を左クリックします。 

６．手順３～５を繰り返して必要な商品情報を入力・編集します。 

７．商品種別タブに戻り別の種別の商品についても同様に入力・編集します。 

８．すべての編集が終了したらメニューから「ファイル(F)」→「閉じる(C)」を選択・

実行して入力データを保存し，画面を閉じます。 
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商品情報の入力項目について【解説】 

入力項目は以下のようになっています。 

 

 種別コード -------------------- 商品種別ごとのコード番号（整数値）を指定します。自動

採番されるので通常指定する必要はありません。 

 種別名 -------------------------- 商品種別名を 30 文字以内で指定します 

（以上は「商品種別」一覧で入力） 

 商品コード -------------------- 商品ごとのコード番号（整数値）を指定します。自動採番

されるので通常指定する必要はありません。 

 商品名 -------------------------- 商品名を 30 文字以内で指定します。 

 荷姿量 -------------------------- 商品荷姿の重量・容量を数値で指定します。1 袋 10kg の

精米の場合，”10”が荷姿量です。 

 単位 ----------------------------- 荷姿量数値の単位文字列を半角英数字 10 文字以内で指定

します。1 袋 10kg の精米の場合，”kg”が荷姿量の単位文

字列です。 

 荷姿単位 ----------------------- 荷姿自体の単位文字列を 10 文字以内で指定します。1 袋

10kg の精米の場合，”袋”が荷姿自体の単位文字列です。 

 単価(円) ------------------------ 荷姿当たりの単価を入力します。仕入れ（入庫）単価とし

て使用されます。 

 在庫単価(円) ------------------ 在庫単価を入力します。 

 出庫単価(円) ------------------ 出庫単価を入力します。販売単価として使用されます。 

 課税 ----------------------------- 取引時の課税種別を選択指定します。 

 JAN ----------------------------- 流通取引，バーコード管理などに使用されるコード（半角

20 文字以内）を指定します。 

 借方科目・借方補助--------- この商品の会計処理に使用される借方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 貸方科目・貸方補助--------- この商品の会計処理に使用される貸方科目コード・同補助

コードを指定します（半角数値 10 文字以内）。このコード

は集計結果を会計処理用に CSV 形式で出力する際に使用

されます。入庫用・出庫用それぞれにあります。 

 有効期間 ----------------------- 商品の耐用・有効期間などを年数・日数などで指定します。 

特定の単位は想定されていないので，利用者で単位を想定

して運用します。 

 倉庫 ----------------------------- 商品を保管する倉庫（置き場所）を指定します。倉庫は倉

庫一覧情報（倉庫マスタ）から選択するので，予め倉庫マ

スタを登録しておく必要があります。 

生産出荷管理時に製品を商品登録した際には選択入力さ

れます。 

 作物・品種 -------------------- この商品が農産物である場合の作物・品種を指定します。

作物・品種は作物マスタに登録済みである必要があります。 

通常，生産出荷管理時に商品登録され，ロット情報から取

得されます。 

 製品形態 ----------------------- 商品の荷姿を指定します。製品形態は出荷形態として同マ
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スタに登録済みである必要があります。 

通常，生産出荷管理時に商品登録され，ロット情報から取

得されます。 

 備考 ----------------------------- 商品についての任意のメモを指定します（100 字以内）。 

 

商品情報の登録件数に制限はありません（データベースサイズの許す限り）。 

生産出荷管理において，ロット製品を商品登録（商品として出庫）した際に商品情報

としてレコード登録することもできます（→作業計画管理ガイド）。 

 

 

〔メモ〕 
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倉庫情報の登録 

倉庫情報とは？【概略】 

倉庫情報は在庫管理機能で肥料・農薬等の生産資材を入出庫する際の管理場所です。

通常，肥料庫，農薬庫，種子庫，玄米貯蔵庫，資材倉庫など，現実の倉庫をイメージす

れば分かりやすいでしょう。もちろん，現実の倉庫に一致させる必要はなくすべてを一

つの倉庫で管理しても構いませんが，在庫管理プログラムによる生産資材等の在庫管理

を行うためには最低限一つの倉庫を登録しておく必要があります。 

倉庫情報を登録する【操作】 

倉庫情報を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「倉庫(S)」ボタンを左クリックして，以下の「倉庫情

報」画面を表示します（図 58）。 

 

 

図 57 倉庫情報の登録画面 

 

２．倉庫一覧で，入力する行・セル（名称欄または備考欄）をクリックして選択しま

す。新規（追加）の場合は「※」印の付された行（最下行）内のセルを選択しま

す。 

３．倉庫コード（新規の場合は自動採番），名称（50 字以内），備考（200 字以内）を

それぞれ入力します。 

４．手順２～３を繰り返して必要な倉庫情報を入力します。 

５．入力できたら「ファイル(F)」→「閉じる(C）」を選択・実行してデータを保存し，

倉庫情報登録画面（フォーム）を終了します。 

 

倉庫名称は必ず入力します。備考は任意です。 
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表示色の登録 

表示色とは？【概略】 

表示色の登録では，作業計画管理プログラムが，台帳によって管理されている各種の

情報を圃場マップ上に目的別にカラー表示する際の表示色を指定します。 

この表示色は，表示目的によって，「通常（既定）表示用」，「作付表示用」，「作業表示

用」などの設定をそれぞれ 20 色ずつ，10 組まで指定できます。 

この表示色は管理ファイル新規作成時に初期設定されており，通常は，変更する必要

はありません。しかし，標準の配色が不都合な場合や，好みに応じて，表示色を編集し

ます。 

表示色を登録する【操作】 

表示色を登録するには， 

 

１．「初期設定画面」（図 17）で「表示色(R)」ボタンを左クリックして，以下の「表示

色情報」画面を表示します（図 58）。 

 

 
図 58 表示色の登録画面 

 

２．画面上部ツールバー内の「設定」コンボボックスから表示対象を選択します。 

３．表示色一覧のセルを選択して，RGB のカラー値をそれぞれ 0～255 で指定するか，

「表示色」（色見本）セルを左クリックして，以下の「色の設定」ダイアログを表

示します（図 59）。 

４．希望する表示色を選択または作成し「OK」ボタンを左クリックします。 

５．手順２～４を繰り返して目的別に必要な表示色を設定します。 
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６．必要に応じて，他の表示対象から設定を複写することもできます。 

７．すべての表示色設定が終わったら，「ファイル(F)」→「終了(X)」を実行し，設定

を保存します。 

 

  

図 59 標準ダイアログ「色の設定」画面 

 

表示目的の種類（カテゴリ）について【解説】 

表示目的カテゴリは最大 10 組まで登録できます（20 色×10 組で 200 色）。現在，作

業計画管理プログラム（Manager.exe）で使用されているカテゴリは以下のようになっ

ています。 

 

 

図 60 表示設定の選択画面 

（カテゴリの括弧内数字は台帳表示で実際に使用される色数です） 

（’⊿’表記は連続値階級表示に使用されることを示しています） 

 

このように，現在は 9 個の設定が使用されています。これらの表示目的（カテゴリ）

は作業計画管理プログラム（Manger.exe）内で固定となっています。 
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初期設定プログラムのバージョン情報を表示する【操作】 

初期設定プログラム（Config.exe）のプログラムバージョン情報や改訂履歴を確認する

には，「初期設定画面」（図 17）で「バージョン情報(V)」ボタンを左クリックします。す

ると，以下の「バージョン情報」画面が表示されます（図 61）。 

ここで，「改版履歴」ボタンを左クリックすると，初期設定プログラムの改訂履歴が表

示されます。 

バージョン情報を確認したら[OK］ボタンをクリックして画面を閉じます。 

 

  

図 61 初期設定プログラムのバージョン情報表示画面 

 

バルーンヒントを表示する【操作】 

初期設定で表示される主要な画面要素（コントロール）のバルーンヒントを表示する

には「初期設定画面」（図 17）で「バルーンヒントを表示する」をチェックします。表

示しない場合にはチェックを外します。 

初期設定を終了する【操作】 

初期設定プログラム（Config.exe）を終了するには，「初期設定画面」（図 17）で「終

了(X)」ボタンを左クリックします。 
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〔メモ〕 
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おわりに 

以上で，日々の作業計画・管理作業に必要な基本情報（マスタデータ）を登録できた

ことになります。次は，登録した管理ファイル・圃場地図・マスタデータを使用して，

圃場ごとに土地情報，作付情報，作業情報（計画・進捗状況，実績など）を作成・入力

しながら，日々の作業計画作成・進捗管理などを行います。これが本システムを使用し

た作業計画・管理の中心となる作業です。 

詳細については「作業計画管理ガイド」を参照してください。 

 

 

〔メモ〕 
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〔メモ〕 
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問い合わせ先 

本システムを使用していて，お気づきの点等ありましたら，巻末（奥付）記載の E-mail

アドレスまたは本システムのサポートサイト<http://www.aginfo.jp/PMS/>内の Q&A 掲

示板にて，お問い合わせください。 

その際，お問い合わせ内容に応じて，利用状況・環境や操作手順，画面状況などの詳

しい情報も添えてください。 

 

 

〔メモ〕 
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〔メモ〕 
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〔メモ〕 
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〔メモ〕 
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